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Abstract
   Platinum is widely used as catalyst in energy conversion or material synthesis. Surface structure of the Pt plays an 

important role in such surface reaction. We fabricate Pt films on SrTiO3(STO) single crystal substrates using a high-

vacuum sputtering system to investigated the surface structure as well as the crystal structure. Thin films grown on 

STO(100) substrates exhibit a mixed preferred orientation of Pt(100), (110) and (111), while the films fabricated 

on STO(111) substrates exhibit good epitaxial relationship and atomically flat surface. Results of reflection high-

energy diffraction, atomic force microscope and X-ray diffraction (XRD) are presented. The XRD pattern shows 

clear oscillation in the diffraction intensity, which is caused by high crystallinity and flat surface along the out-of-

plane direction. The oscillation profile is analyzed using a GlobalFit program prepared by Rigaku Co. The result of 

profile fitting shows good agreement with the measurement. The thickness of film obtained the analysis agrees with the 

estimated value using cross-sectional SEM observation.

１．はじめに
　触媒は人類の歴史に100年以上にわたり人間社会に貢献してきた。Ptはその中でも最も代表的な材料である。
近年多くの研究者たちがCore-shell触媒の研究を進めている。これは数十nmのAu、Pdなどの粒子を、数原子層
からなるPtによってアンダーポテンシャルデポジション（UPD）などの湿式法によりコーティングしたもので
ある。このようにしてコートされたPt層は下地金属の影響を受けて格子歪みを受けることによって、触媒活
性が上昇すると言われている。しかしながら、前述のようなナノ粒子上のPtの歪を直接的に評価することは
困難である。そこで、本研究では10 nm程度の比較的薄い膜厚の薄膜を真空プロセスによって作製すれば、X

線回折法により歪を評価可能である点に着目した。このような歪が精密に決定された薄膜を用いて電気化学
測定をすることが出来れば、格子歪みと触媒活性の間の関係を正しく知ることが出来ると期待される。
　これまでにも、Pt薄膜は分子線蒸着法（MBE）、スパッタリング法、原子層蒸着法（ALD）などを用いて試み
られてきた[1-5]。用いられた基板はAl2O3、YSZ、MgO、SrTiO3など様々であるが、ここではペロブスカイト
型酸化物であるSrTiO3（STO）を用いることにした。Pt及びSTOの結晶構造をFigure 1に示す。共に立方晶でPt
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とSTOの格子定数はそれぞれaPt= 0.3923 nm 、aSTO= 0.3905 nmである。薄膜と基板の格子定数の違いをミスマッ
チという指数であらわせるが、この場合0.46 %となり良好なエピタキシャル成長が期待できる。ペロブスカ
イト基板にはSTO基板の他にも格子定数の異なるNdGaO3、LaGaO3などが市販されており異なった歪みを持
つPt薄膜を作製することも可能である。著者らがこれまでに進めてきた研究から、STO（100）及び（111）基板
上にスパッタリング法で作製したPt膜の表面構造、結晶構造についてその一部を報告する[6, 7]。

 

２．実験
　薄膜の作製はDCスパッタリング法を用いて行った。Figure 2に概略を示す。本装置は成長室（GC）と導入室

（LL）からなりそれぞれが、ターボ分子ポンプで排気される。到達真空度はGCで5×10-7 Pa程度、LLで2×10-4

程度である。薄膜作製に用いるSTO基板は表面研磨による歪みを取り除くため900℃-6時間空気中で熱処理
をした。このような熱処理をすることで基板表面は、Figure 2にSTO（100）基板の表面をインセットとして示
すように、原子レベルで表面が平坦なテラス状の構造を示す。作製した薄膜の表面構造は反射高速電子回折

（Reflective high-energy electron diffraction: RHEED）法を用いて観察し、得られた電子線回折のパターンを我々
が作成したシミュレーターで指数付けを行った。表面形状は原子間力顕微鏡 （AFM, Bruker社）で観察した。
薄膜の結晶構造をX線回折法（SmartLab, リガク社）で調べ、GlobalFit （リガク社）ソフトウェアを用いて回折
プロファイルをフィッティングすることで格子歪み、膜厚などの見積もりを行った。

Figure 1. Crystal structure of Pt and SrTiO3.

Figure 2. Schematics of a PLD apparatus equipped with a sputtering gun.
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３．結果
（1）SrTiO3（100）基板上に作製したPt薄膜
　これまでにもSTO（100）基板上にPt薄膜を作製した結果は多く報告されているが、本検討では基板温度を変える
ことで面内の歪みや、結晶成長の方位がどのように変化するかを詳細に検討した。基板温度Tsを400、600、700、
750 ℃として成長させたPt薄膜のX線回折パターンをFigure 3に示す。成長温度が低い場合、薄膜は基板面の影響
を受けずに自由エネルギー的に安定な（111）面が成長する。成長温度が高くなると（100）面が成長してくるが（111）
面による回折ピークは750 ℃においても完全には消滅することはなく、また、（110）面によるピークも認められる。

　これらの薄膜の表面構造をRHEEDで調べた。得られた回折パターンからは、結晶成長に関する多くの知
見が得られた。まず、Ts= 400 ℃の場合をFigure 4に示す。STO基板の異なる2つの方向である、[010]及び[011]

から電子線を入射させたいずれの場合にも同じストリーク状のパターンが得られている。よく見るとこれら
のストリークは完全な直線ではなく、小さな曲率を持っていることが分かる。シミュレーターを用いた詳細
な解析の結果、Ichimiyaらに提唱された「2次元多結晶」と言われる表面構造が形成されていることが明らか
になった[8]。前記の表面構造を模式的に示したのがFigure 5である。Figure 5（a）は同一の結晶面（本研究では

（111）面）を持つ微細な結晶粒が任意の方向で表面に露出していることを示している。このときの逆格子は（b）
に示すような同一の中心軸を持つ円筒になる。Ewald球との交線は図に示したように閉じた楕円、もしくは
その一部分である。文献[6]をScience directで参照すると、試料が360°回転するのに対して全く変化しない回
折パターンが得られていることが動画により示されている。

Figure 3. X-ray diffraction patterns of Pt films fabricated on STO(100) substrates.

Figure 4. RHEED patterns of Pt films fabricated on 

STO(100). Ts= 400 ℃ .

Figure 5. Schematics of a 2-D poly crystal and a reciprocal 

lattice.
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　成長温度を上げるとRHEEDは複雑な回折パターンを示す。Figure 6にTs= 700 ℃のときに電子線をSTO基板の
[011]方向から入射したときの結果を示す。このパターンを解釈するために、Figure 7（a）のような表面構造を考
えた。ドメインAは（110）面が配向して成長した領域であり、Cは（100）面が配向した領域である。同様にBは（110）
面が配向しているが電子線の入射方向に対して45°Aとは傾いたドメインである。これらの相の境界は、Lipson

らによって提唱された擬1次元結晶を形成する[9, 10]。このように考えて、シミュレーションした結果が回折パ
ターン中に白く示した指数、並びにV字様の曲線である。回折はスポット状のものであり、薄膜表面に凹凸が
有って電子線が透過していることを示している。このように入射電子線の方向に対する回折パターンから、成
長温度に対する表面構造の違いをまとめてTable 1に示す。このように一見複雑なパターンの混ざり合ったもの
に見えても、それらを１つずつ帰属させていくことで表面構造を明らかにすることができたわけである。

（2）SrTiO3（111）基板上に作製したPt薄膜
　前節のSTO（100）上に作製した場合、良好なエピタキシャル膜を得ることができなかった。そこで、成長し
やすい（111）面をSTO（111）基板の上に成長させることを試みた。結果として前節よりも低い成長温度で、平
滑な表面を持つエピタキシャル膜を得ることが出来た。Figure 7にTs= 450、550、700 ℃で成長させたPt膜の
RHEED像を示す。電子線の入射方向がSTO基板の結晶軸である[11

―
0]、及び[12

—
1]に対して示している。得られ

た回折線のパターンはいずれもPt（111）面によるものと同定され、Pt膜は基板の面内方位と一致した良好なエ
ピタキシャル成長をしていることが分かる。ここで、図中Figure 7（e）に白い矢印で示したようにTs= 700℃の
回折パターンには、Pt（111）以外の回折線が認められる。これは、Figure 8に示すAFMで表面モルフォロジー

Table 1. Preferred orientation, surface structure and 

morphology on growth temperatures.

Figure 6. Phase boundary and corresponding RHEED 

patterns a Pt film grown at 700 ℃.

Figure 7. RHEED patterns of Pt films fabricated on 

STO(111) substrates.

Figure 8. AFM images of Pt fi lms fabricated on 

STO(111) substrates.
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を観察した結果から次のように考えられる。基板温度Ts= 450及び、550 ℃の膜表面は微細な構造を有するが
連続的につながった形状を示している。これに対して、600及び、700 ℃の膜には不定形の構造が成長するの
が見られ、さらにはFigure 8（d）のように成長した空隙の中に別の形状のアイランドの成長も見られた。これ
らの結果は、成長温度が高くなるとともにスパッタリングされたPt原子の基板上でのマイグレーションが盛
んになり、基板の表面原子に拘束された状態から、エネルギー的に安定した形状に近づくためではないかと
考えられる。
　Ptの結晶を構成するPt原子は、STO基板表面に露出した原子（主としてTi-Oの面）と結合することにより、
STOの格子に束縛されながら成長する。STOの格子定数aSTOはPtの格子定数aPtよりも小さいので、Pt薄膜は面
内方向（in-plane）に圧縮歪を受けることになる。このため、基板面に垂直な方向（out-of-plane）に結晶構造が伸
びると考えられる。実際に、成長温度の異なるPt薄膜のX線回折を調べると、STOの格子の影響を受けて熱
平衡に有る本来のPtの格子定数よりも大きな面間隔を示していた（111）面の面間隔が、Ts= 550 ℃を境に本来
の格子定数に近づいていくのが観察されている。格子歪みの緩和を示すものであると言える。
　上述のようなin-plane歪を、out-of-planeのX線回折プロファイルからGlobalFit（リガク社）を用いて求めた。
ここで、面内の格子緩和の程度を示す指数rをr= 100（a – aSTO） / （aPt – aSTO） （a: Ptのin-plane格子定数）によって
定義し、Ptの異方性弾性係数をC11=3.38、 C12=2.62、 及び C44=0.726 （×1011 N/m2）の物性値[11]を用いてX線回
折プロファイルをフィッティングした。Figure 9にその結果を示す。図中の黒い線で示したものが測定結果、
赤で示したものが計算結果である。測定結果には回折強度が振動するのが観察されているが、これはLaueフ
リンジ（または、Pendellosungフリンジ）と呼ばれるもので、結晶性が高く表面が非常に平滑な薄膜において
みられるものである。格子緩和指数rを変えて、R値が出来るだけ小さくなるようにフィッティングを試みた
ところ、図に示すように良い収束を得ることが出来た。このときのPtの面内の格子定数は0.391 nmとなり、
Ptは0.3 %の圧縮歪を受けていることが分かった。

Figure 9. X-ray diffraction patterns of Pt(111) films and fitting results using GlobalFit.
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４．まとめ
　Pt触媒活性と格子歪みの関係を明らかにすることを目的として、STO（100）及び、（111）基板上にdcスパッ
タリング法によって成長させたPt薄膜について調べた。STO（100）基板上に作製した膜は、成長温度により
様々な表面構造や表面形状を示し歪の評価にまで至らなかった。その一方で、「2次元多結晶」や「擬1次元結晶」
などの表面科学上興味深い構造を得ることが出来た。STO（111）基板上には良好なPt（111）エピタキシャル膜
を作製することが出来た。X線回折プロファイルに見られるフリンジを解析することで、面内に0.3 %の圧縮
歪が生じていることが明らかになった。
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Abstract
　The shape and size controlled hierarchical Cu2O with reduced graphene oxide (rGO) interface by facial one 

pot, electrostatic and self-assembly followed by low temperature synthesised successfully. The schematic Cu (II)-

complexation followed by reduction and self-aggregation into growth of hierarchical structure, and influence of rGO 

hybrids were evaluated systematically. Resulting hybrid nanostructured catalyst exhibits excellent photocatalytic for 

both H2 production and 4-chlorophenol (4CP) oxidation reactions under visible light. The introduction of trace amount 

of rGO with hierarchical Cu2O significantly improved the photocatalytic H2 production efficiency of 30.72 µmol. g-1.h-1 

compared with hierarchical Cu2O (i.e. 8.10 µmol. g-1.h-1), corresponding apparent quantum efficiency of 1.35% for 

Cu2O, and  2.29 % for Cu2O/rGO, and 4CP removal efficiency was 1.3 times higher when incorporation with rGO. 

The higher photocatalytic activity further explored by particle sizes, surface area, band structure, alignment, x-ray 

photoelectron spectroscopy (XPS) valence band (VB), conduction band (CB) maximum were determined by valence 

band XP spectra.

1 .  INTRODUCTION 
　The global energy crisis caused by using fossil fuels has attracted research in environmentally friendly renewable 

resources1. The utilisation of solar energy is a favourable alternative to combat global energy and environmental 

concerns2. Metal oxide semiconductors have exploitable properties, as they have narrow bandgaps and favourable 

positioning of conduction and valence bands, which efficiently separate electron hole-pair recombination3. Copper oxide 

is an abundant and low-cost p-type semiconductor with band gap ~2.17 eV and optical band gap 2.62 eV4, which is very 

favourable overall photocatalytic water splitting to produce H2 upon visible light (λ≤600 nm)5. 

　Therefore, different structural modifications of Cu2O have been investigated to overcome such limitations. There has 

been growing interest graphene is a 2-dimensional monolayer of sp2 hybridised carbon atoms, which has gained interest 

since its founding in 20046 as it has excellent physical and chemical properties7. Reduced graphene oxide (rGO) possess 

reaction oxygen-containing groups so it can be used as effective support, as it can conjugate with semiconductors to 

form hybrid semiconductors with superior photocatalytic properties8. The influence of electron accepting and trapping 

2D carbonaceous support, such as graphene, reduced graphene oxide (rGO) sheet with narrow band gap ~2.4 eV(Cu2O), 

enhanced the charge separation and migration between Cu2O to rGO, flexible conducting networks will be expected 

higher the Cu2O catalytic performances, and rGO act as a protective layer of Cu2O,  improved the overall stability9. 

　Here, we have developed new method for synthesis of hierarchical Cu2O nanospheres (~450 nm and ~50 nm subunits) 
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and well controlled Cu2O/rGO (~300 nm and ~20 nm subunits) hybrid via facile one-pot facial low hydrothermal 

method. The fabricated hybrid photocatalysts have excellent H2 production activity, 4CP model organic pollutant 

oxidation and photoelectrochemical properties. 

2 .  EXPERIMENTAL
2.1.  Synthesis of Cu2O /rGO 
　A dahlia flower like Cu2O/rGO catalyst was synthesised by simple solution phase ambient conditions. Typically, 

synthesised (our previous method)10 GO (2 mg) ultra-sonicated 30 min, than mixture of 50 mL of 0. 2 M copper 

chloride, 5 mL of 0.06 M PEG-600 with 10mL water added to GO dispersion and ultra-sonicated for 10 min followed by 

stirring continuously at 600 rpm at 60 ℃ for 30 min, resulting in a deep blue solution. In a separate measuring cylinder, 

2 M NaOH (8 mL) first added into the above solution followed by 1M hydrazine monohydrate (H4N2.H2O) (1mL with 

5mL D.I. water) added dropwise stirring continued for additional 5 min. Then the reaction mixtures transferred to 20 

mL cold water in a multi-neck flask and N2 purge for 30 min to let formation of Cu2O (brownish-yellow solids). Further 

Cu2O solids washed with H2O followed by ethanol wash to make sure any residual PEG, finally the obtained solids in a 

container vacuum dried for 24h and stored in desiccator. 

2.2.  Physicochemical Characterization
　Photophysical properties of the four catalysts were characterized by bulk and surface analytical methods. Powder 

X-ray diffraction (PXRD) was performed using a Rigaku Ultima IV diffractometer with Cu Kα radiation at 40 kV/40 

mA with a step size of 0.02°. Band gaps (Eg) were calculated by diffuse reflectance UV-Vis spectroscopy (DRUVS) on 

a Shimadzu UV-2450 spectrophotometer equipped with an ISR-2200 integrating sphere. High Resolution Transmission 

electron microscopy (HRTEM) imaging was conducted using a JEOL JEM-2100HCKM instrument, and field emission 

scanning electron microscopy (FE-SEM) imaging on a ZEISS ULTRA™ 55 instrument. X-ray photoelectron spectra 

(XPS) were collected on an ULVAC-PHI ESCA 5800 spectrometer using a monochromated Al Kα X-ray source 

operated at 200 W. Energy referencing was performed using the C 1s peak for adventitious carbon set to 284.6 eV, and 

peak fitting was undertaken using Casa XPS Version 2.3.16. 

2.3.  Photocatalytic H2 evolution
　Photocatalytic H2 production was performed using hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO photocatalysts in a sealed quartz 

photoreactor (384 mL volume) with a 200 W Hg-Xe arc lamp (Oriel Instruments 66002) and 420 nm cut-off filter to 

remove UV light. Catalysts (20 mg) were dispersed in 45 mL water with 5mL methanol as a sacrificial hole scavenger 

and sonication for 5 min to obtain a uniform distribution. The photoreactor was then purged with He for 1 h in the 

dark to remove dissolved oxygen, prior to visible light irradiation. Aliquots of gas from the reactor headspace were 

periodically withdrawn during irradiation using a 1 mL gas syringe and injected into a Shimadzu Tracera GC-2010 Plus 

gas chromatography.

2.4.  4-CP photocatalytic degradation
　Photocatalytic 4-CP degradation was performed in a sealed quartz photoreactor (260 mL) using a 200 W Hg-Xe arc 

lamp with 420 nm cut-off filter. Catalyst (20 mg) was dispersed in 50 mL of 7.78 ×10-5 M aqueous 4-CP solution by 

7 min ultrasonication in the dark and stirred for a subsequent 120 min in the dark to equilibrate molecular adsorption. 

Aliquots (1 mL) were periodically withdraw from the reaction mixture for HPLC using Agilent Zorbax Eclipse plus C18 
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column was employed at 35 °C using 1 mL/min of a 30 vol% acetonitrile/70 vol% water (HPLC grade) mobile phase, 

and 280 nm detection. 

3 .  RESULTS AND DISCUSSION
3.1.  Structure, photophysical and electronic properties 
　The morphologies of hierarchical Cu2O and the Cu2O/rGO nanocomposite were examined by SEM and TEM (Figures 

1-2). The pure Cu2O comprised ~400-500 nm aggregates of spherical Cu2O nanoparticles (mean size ~50 nm) in good 

agreement with SEM images (Figures 1). Corresponding TEM images of the hierarchical Cu2O/rGO nanocomposite 

also present semi-transparent graphene oxide sheets that exhibit folds and wrinkles (Figure 2a-d) which are in intimate 

contact with the Cu2O aggregates possibly driven by electrostatic interactions arising from reduction of the parent 

graphene oxide11. Cu2O aggregates and individual particles in the nanocomposite were slightly smaller than those of the 

free hierarchical Cu2O, being 250-400 nm (Figure 2a inset) and 15-30 nm (Figure 2c inset) respectively. 

Figure 1. (a-b) SEM images of Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O, (c-d) Cu2O/rGO nanocomposite.

Figure 2. (a-b) TEM 

images of Pompon Dahlia-

like hierarchical Cu2O/rGO 

nanocomposite. Insets show 

particle size distributions (a) 

for the aggregates and (b) a 

corresponding SEM image.



― 10 ― ― 11 ― 

　Phase analysis by XRD confirmed the exclusive formation of crystalline Cu2O (Figure 3a) in the hierarchical Cu2O 

and Cu2O/rGO nanocomposite, indicated by peaks at 2θ=29.56°, 36.41°, 42.31°, 61.36°, and 73.50° associated with 

characteristic (110), (111), (200), (220), (311), and (222) reflections of pure Cu2O phase (JCPDS 03-0898)12 . The 

absence of reduced graphene oxide reflections ~25° peaks is ascribed to its very low concentration (<1 wt%) in the 

nanocomposite13. Volume-averaged crystallite sizes calculated from the Scherrer equation reveal similar (15 nm) Cu2O 

nanoparticles for both materials, suggesting the rGO matrix exerts little impact on the precipitation and reduction of 

the copper precursor. Textural properties of the hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite revealed identical, 

low BET surface areas of 13 m2.g-1 (Table 1) comparable to those previously reported for single crystal Cu2O-rGO 

composites14. Optical absorption properties of the two materials were studied by DRUVS (Figure 3b); although both 

exhibited broad absorbances between 200-600 nm consistent with literature reports14,15, the band edge of the Cu2O/rGO 

nanocomposite was red-shifted. 

　Band energies were investigated by valence band XPS (Figure 4a-c); the VB potential maxima of hierarchical Cu2O 

and the Cu2O/rGO nanocomposite were +1.14 eV and +0.82 eV respectively, and corresponding CB minima edges 

(derived from the optical band gap and valence band XP spectra) were -1.28 eV and -1.31 eV for Cu2O-hs/rGO-s. The 

CB minimum is therefore unaffected by formation of the Cu2O/rGO heterojunction, albeit more negative than previous 

Table 1. Photophysical properties of Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite.

Sample
Crystallite 

sizea / nm

Particle sizeb / 

nm

BET surface 

areac / m2.g-1

BJH mesopore 

volume/ cm3.g-1 
Band gapd / eV

CB edge 

potentiale / eV 

Hierarchical 

Cu2O
15.3 400-500 13 0.064 2.42 -1.28

Hierarchical 

Cu2O/rGO
14.7 250-400 13 0.054 2.13 -1.31

aXRD, bTEM. cN2 porosimetry. dDRUVS. eCalculated from valence band XPS and DRUVS.

Figure 3. (a) XRD patterns, (b) DRUV spectra of Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite.
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reports16,  and in both cases much greater than required for photocatalytic hydrogen production from water (－0.65 eV 

at pH 7)17. 

　The surface copper oxidation state was quantified from high resolution Cu 2p XP spectra (Figure 5a), with the 

hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite dominated by spin-orbit split doublets with 2p3/2 binding energies of 

932.2 eV and 934.4 eV indicative of Cu2O and Cu(II) carbonate dihydroxide respectively, and a weak shake-up satellite 

at 943.4 eV associated with Cu(II) species. The absence of Cu(II) XRD features suggests that Cu2(OH)2CO3 arises from 

the post-synthetic reaction of Cu2O nanoparticle surfaces with the surrounding atmosphere18. Spectral fitting reveals 

that the surfaces of both hierarchical materials predominantly comprise Cu2O (Table 2) with that of the nanocomposite 

somewhat enriched (88 % versus 79 %). 

Table 2. Fitted Cu 2p XP spectra Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite.

Catalyst Cu(I) atom % Cu (II) atom % Cu(I):Cu(II)

Hierarchical 

Cu2O
78.8 21.2 3.72

Hierarchical 

Cu2O/rGO
88.5 11.5 7.70

Table 3. Fitted C 1s XP spectra of Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite.

Catalyst (C-C) / %  (C=O) / %  (-O-C=O) / %

Hierarchical 

Cu2O
40.8 32.3 26.9

Hierarchical 

Cu2O/rGO
42.7 27.3 30.0

Figure 4. Valence band XP spectra of Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite.
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　Corresponding C 1s XP spectra revealed almost identical distributions of three distinct chemical environments for 

both hierarchical materials at 284.6, 286.2, and 288.3 eV (Figure 5b), respectively assigned to the alcohol and ether 

functions of PEG and surface carbonate9a, 19.

A small increase in the sp2 carbon environment was observed for the Cu2O/rGO nanocomposite consistent with graphene 

incorporation (Table 3)18. O 1s spectra were consistent with these assignments, exhibiting three distinct chemical 

environments at 531.4, 533.4, and 535.8 eV arising from Cu2O, carbonate, and PEG ether species (Figure 6), with an 

enhanced Cu2O contribution for the nanocomposite consistent with a higher Cu(I):Cu(II) atomic ratio and less surface 

carbonate.

3.2.  Photocatalytic H2 production 
　The photocatalytic activity of the hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite for H2 evolution by water splitting 

was assessed under visible light irradiation in the presence of methanol as a sacrificial hole scavenger (Figure 7a-b). No 

evolved oxygen was observed for either catalyst. Hydrogen productivities of 18.10 µmol.g-1.h-1 and 30.72 µmol.g-1.h-1  

Figure 5. (a) Cu 2p and (b) corresponding C 1s XP spectra of Cu2O and 

Cu2O/rGO nanocomposite.

Figure 6. O 1s XP spectra of Pompon 

Dahlia-like hierarchical Cu2O and 

Cu2O/rGO nanocomposite.

Figure 7. Visible light photocatalytic H2 production over Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO 

nanocomposite. Reaction conditions: 0.02 g catalyst, 200 W Hg-Xe (λ>420 nm).
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were measured for the hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite respectively. Interfacing the Cu2O 

semiconductor with rGO nanosheets to form a heterojunction almost doubles the specific activity, consistent with the 

narrow band gap (greater visible light absorption) and superior charge carrier lifetimes of the nanocomposite20. 

3.3.  Photocatalytic 4-CP removal 
　Visible light photocatalytic degradation of 4-CP was subsequently studied over the Pompon Dahlia-like hierarchical 

Cu2O and Cu2O/rGO nanocomposite for the initial rates and A.Q.E. for 4-CP removal (Figure 8a-b). Initial rates and 

A.Q.E. for 4-CP removal by the nanocomposite were slightly higher than for the hierarchical Cu2O aggregates (0.18 

versus 0.16 mmol.g-1.min-1, and 7.84 versus 6.94 % respectively). Removal efficiency (i.e. conversion) of 4-CP reached 

95 % for hierarchical Cu2O/rGO after 60 min reaction, compared with 73 % for the Cu2O aggregates alone, and only 28 

% by photolysis in the absence of any catalyst. Since photogenerated holes in the nanocomposite have a lower oxidation 

potential (less +ve VB maximum) its superior performance for 4-CP degradation must reflect faster charge transfer 

kinetics from Cu2O to the adsorbed molecule21; the oxidation potential of 4-CP is ~+0.6-0.8 eV at neutral pH22,23. 

4 .  CONCLUSIONS
　A hierarchal Cu2O/rGO nanocomposite was fabricated by electrostatic self-assembly and subsequent low 

temperature hydrothermal processing. The resulting nanocomposite comprised 300-500 nm aggregates of 15-30 nm 

Cu2O nanocrystals arranged in a Pompom Dahlia (flower)-like structure, in contact with X % of rGO nanosheets. 

This architecture offers excellent transfer rates and separation of visible light photogenerated charge carriers across 

the semiconductor-carbon interface, resulting in high activity for photocatalytic H2 production from water, and 4-CP 

degradation predominantly to (low toxicity) fumaric acid, without recourse to precious metal co-catalysts. Unique 

photophysical properties offered by such hierarchical Cu2O/rGO nanocomposites may provide a low-cost approach to 

solar fuels and chemical (via CO2 reduction) production, and the environmental remediation of recalcitrant wastewater 

pollutants. 

Figure 8. Visible light photocatalytic 4-CP degradation over Pompon Dahlia-like hierarchical Cu2O and Cu2O/rGO 

nanocomposite: (a) initial rates of 4-CP removal and (b) corresponding apparent quantum efficiencies after 15 min reaction.
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Abstract
　Pressure sensitive adhesive (PSA) composed mainly of tacky polymeric materials adheres to a solid substrate upon 

applying a contact pressure.  To accelerate the application of PSA, especially to a tiny piece of materials, the structure and 

physical properties of PSA at various size scales must be well understood.  To this end, we examined local- and nano-

rheological properties of a random copolymer of n-butyl acrylate and 2-hydroxyethyl acrylate, poly(BA-r-HEA), which was 

a representative for PSAs, by a particle tracking technique using nanometer-sized particles of quantum dots (QD) as a probe.  

The observation for individual QDs at different locations was found to be heterogeneous as the time scale was shorter than 

the terminal relaxation of poly(BA-r-HEA) chains.  Being aware of the appearance and disappearance of the heterogeneity 

will lead to the optimization of the usage process and the molecular design of PSA with improved performance.  

1．はじめに
　荷重の印加によって被着体に接着できる高分子は、しばしば高分子粘着剤と呼ばれる。エポキシ樹脂等の接
着剤と異なり、粘着剤の接着は化学反応を伴わないため、比較的容易に被着体から剥離可能である。そのため、
電子パッケージ用の導電性接着剤、経皮薬物送達システムの担体、自動車用コーティング等への様々な応用が
期待されている 1,2）。粘着剤の応用を促進するためには、その粘着特性を正確に制御する必要がある。これまで、
粘着特性とレオロジー特性との関係が検討されてきたが、巨視的なレオロジー特性の評価が主流であった 3,4）。
　近年、新たなレオロジー測定手法として、粒子追跡法が注目されている 5）。粒子追跡法では、測定試料に
分散したプローブ粒子の運動を解析する。粒子の動きは周囲媒体の動的な特徴を反映するため、本手法を用
いて局所領域のレオロジー特性の評価が可能となる。この手法は、汎用のレオメーターと比較して、（1） 粒
子サイズに応じた空間スケールでの測定ができる、（2） 試料中の粒子すなわち測定場所を選ぶことによって
空間分割測定ができる等の利点がある 6,7）。しがたって、高分子鎖の空間的広がりに対応するサイズ、すな
わち数十 nm のサイズのプローブ粒子を追跡することによって、高分子のダイナミクスやその空間分布に関
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する議論が可能となる。しかしながら、粒子の追跡には一般に光学顕微鏡が用いられており、光の回折限界
のため、サイズが 200 nm 程度以下の粒子の観測は困難である。
　そこで本研究では、球面収差に基づくデフォーカスイメージングに着目した。蛍光粒子が焦点面にない場
合、粒子の周りにリングパターンが観測される 8,9）。リングパターンのサイズは粒子と焦点面の間の距離に
比例するため、これまで球面収差イメージングは面外 （z） 方向における粒子の変位を計測する技術として用
いられてきた。しかしながら、リングパターンのサイズが粒子サイズよりもはるかに大きいため、本イメー
ジングに基づき、数ナノサイズのプローブ粒子を検出できると考えられる。本稿では、球面収差イメージン
グに基づく、高分子粘着剤のナノレオロジー特性について報告する 10）。

2．実験
　アクリル酸 n- ブチル （BA） とアクリル酸 2- ヒドロキシエチル （HEA） のランダム共重合体である poly（BA-

r-HEA）をラジカル重合で合成した。ポリメタクリル酸メチル （PMMA） を標準試料としたゲル浸透クロマト
グラフィー測定の結果、poly（BA-r-HEA）の数平均分子量および分子量分布指標は、それぞれ 37k および
2.5 であった。プロトン核磁気共鳴 （1H-NMR） 測定 （九州大学中央分析センター・日本電子（株）製 JNM-

ECZ400） にて算出した BA と HEA の組成比は 82 : 18 mol% であった。示差走査熱量測定 （DSC） 測定に基づ
き評価したガラス転移温度 （Tg） は 241 K であった。
　poly（BA-r-HEA）の化学架橋は、1,6- ヘキサメチレンジイソシアネート （HDI） を用いて行った。ヒドロ
キシ基およびイソシアネート基で当量の poly（BA-r-HEA）と HDI をトルエンに溶解させ、得られたトルエ
ン溶液をカバーガラス上にキャストした。キャスト膜を 313 K にて 1 時間乾燥してトルエンを除去した後、
減圧下で 373 K で 12 時間加熱した。架橋反応の進行は、フーリエ変換赤外分光 （FT-IR） 測定 （九州大学中央
分析センター・日本分光（株）製 FT/IR-620） にて評価した。
　粒子追跡のプローブとして、直径 7 nm の CdSeS/ZnS から成るコアシェル型量子ドット （QD） を用いた。
カバーガラス上にて poly（BA-r-HEA）に QD を混合し、超音波照射により気泡を除去して測定試料とした。
poly（BA-r-HEA）中における QD の座標は、波長 405 nm のレーザーを励起光とした蛍光発光から検出した。
倒立顕微鏡に付属した電子増倍型電荷結合素子 （EMCCD） カメラを用いて、デフォーカス条件下にて QD を
観察した。同一試料中の異なる 20 点にて、それぞれ 20 回ずつ測定を行った。

3．結果および考察
　Figure 1 は、（a） poly（BA-r-HEA）の外観を示した写真、および（b） 297 K における貯蔵 （G'） および損失
弾性率 （G"） の周波数依存性である。低い周波数領域では、G" は G' に比べて大きかった。周波数の増加に
伴い G' と G" ともに増加したが、ある周波数 （0.82 rad·s-1） で交差し、高い周波数領域では G" は G' に比べて
小さくなった。これは高分子溶融体や濃厚溶液にみられる典型的な挙動である 11）。G' と G" が交差した周波
数に基づき算出した見かけの緩和時間 （τ） は 8 s であった。

Figure 1. (a) Photograph for poly(BA-r-HEA) and (b) frequency dependence of storage (G') and loss moduli (G") for 

poly(BA-r-HEA) at a strain amplitude of 1.0 %.
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　poly（BA-r-HEA）中に分散した QD を露光時間 30 ms の条件下、EMCCD カメラにて観察したところ、蛍
光を定常的に発するものと、点滅を繰り返すものが確認された。Figure 2（a）は、その輝度の時間依存性で
ある。一般にこのような不規則な蛍光の点滅（ブリンキング） は、単一の QD において観測される 12）。単一
の QD の熱運動を追跡するため、露光時間を 1.5 s として観察した。この場合、QD のブリンキングが時間平
均され、Figure 2（b）のように、コントラストが向上した。

　QD の熱運動は平均二乗変位、〈∆r2(t)〉を用いて定量的に表わすことができる 13）。

ri は i 番目の粒子の位置ベクトル、N は粒子数、t は観測時間である。t と〈∆r2(t)〉の両対数プロットの傾き （α） 

に基づき、QD の運動モードを議論できる 14, 15）。α 値が 1 の場合、QD の運動は酔歩モデルに従うことを意味
しており、ニュートン液体で一般的に観測される挙動である 14, 15）。一方、α が 1 より小さい場合は、QD の
熱運動が抑制されることに対応する 15）。
　Figure 3 は、poly（BA-r-HEA）中に分散した QD の〈∆r2(t)〉と t の関係である。いずれも、同一試料の異な
る 20 点の場所で測定しており、図中の実線は 1 点の測定場所で 20 回平均して得られた〈∆r2(t)〉に対応する。
〈∆r2(t)〉の値は t の増加に伴い増加したが、プロットの傾き、α 値は変化した。すなわち、長い t 領域では α

はほぼ 1 であったが、短い t 領域ではα は 1 以下であった。また、α の変化がみられた t 値は系のτ  = 8 s に近かっ
た。これらの結果は、t > τ の場合、QD は酔歩モデルに従って運動したが、t < τ の場合、QD の熱運動が抑
制されたことを示している。ここで興味深いことに、t < τ の場合は、〈∆r2(t)〉値は場所に依存して異なった。
これは、系の物性は空間的に不均一であることを示唆している。

 

Figure 2. Time dependence of QD’s fluorescent brightness at an exposure time of (a) 30 ms and (b) 1.5 s.  The inset in 

each figure denotes its fluorescence microscopic image, in which a white bar corresponds to 1 µm.

Figure 3. Double logarithmic plots of 〈∆r2(t)〉 against t for QDs in poly(BA-r-HEA).



― 18 ― ― 19 ― 

　そこで不均一性を議論するため、QD の変位に対してヒストグラム解析を行った 16）。Figure 4 は、（a） t < 8 

s および （b） t > 8 s における〈∆r2(t)〉の度数分布である。〈∆r2(t)〉は異なる 20 点の測定場所で得た〈∆r2(t)〉の平
均値〈∆r2(t)〉ave で規格化している。系が均一な場合、度数分布はガウス関数に従う 16）。実際に、t > 8 s におい
て、ガウス型の分布が得られた。しかしながら、t < 8 s の場合、度数分布はガウス分布から逸脱することが
確認された。したがって、7 nm 程度の空間スケール、かつ緩和時間よりも短い時間スケールで観れば、poly

（BA-r-HEA）の物性は不均一であると言える。これは、poly（BA-r-HEA）中の高分子鎖に疎・密な領域が存
在すると考えれば、理解できる 17）。Figure 5 はその模式図である。

　poly（BA-r-HEA）を化学架橋し、系の緩和時間を長すれば、QD の熱運動の場所依存性、すなわち不均一
性 （Figure 3 および Figure 4（a）） は、t > 8 s の領域でも検出されると考えられる。そこで、poly（BA-r-HEA）
側鎖のヒドロキシ基と 1,6- ヘキサメチレンジイソシアネートを反応させ、化学架橋を行った 18）。FT-IR 測定
に基づき、反応の完了を確認した。また、レオロジー測定により、測定周波数の範囲において、G' は G" よ
りも大きく、系が流動しないことを確認した。Figure 6 は、化学架橋された poly（BA-r-HEA）中における
QD の （a） 〈∆r2(t)〉と t の関係、および （b） 〈∆r2(t)〉/〈∆r2(t)〉ave の度数分布である。すべての t の範囲で、α 値は
1 以下であり、非ガウス型の度数分布が得られた。

Figure 4. Probability distribution of normalized 〈∆r2(t)〉 for 

QDs in poly(BA-r-HEA) acquired at (a) t < 8 s and (b) t > 8 s.

Figure 5. Schematic illustration showing the time-

dependent heterogeneity in poly(BA-r-HEA).

Figure 6. (a) Double logarithmic plots of〈∆r2(t)〉 against t and (b) probability distribution of normalized〈∆r2(t)〉for QDs 

in cross-linked poly(BA-r-HEA).
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4．まとめ
　球面収差に基づくデフォーカスイメージングを用いて、高分子粘着剤としてよく使用される poly（BA-r-

HEA）中に分散した QD の熱運動を追跡した。高分子鎖の緩和が起こる長時間スケールにおいて、QD は酔歩
モデルに従って拡散した。一方、緩和時間よりも短い時間では、QD の動きが制限され、熱運動の程度は測
定場所に依存した。poly（BA-r-HEA）を化学架橋した場合、長時間スケールにおいても空間不均一性が発
現した。したがって、poly（BA-r-HEA）の時間依存的な不均一性は、高分子鎖の絡み合いと強く関係する
と考えられる。以上の結果は、これまで均一な系として捉えられてきた高分子粘着剤の不均一性を実験的に
初めて明らかにした例であり、今後、機能性粘着剤の新たな分子設計指針に繋がることを期待する。

謝辞
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学省 （MEXT）・科学研究費補助金　基盤研究（B） （no. JP20H02790, no. JP19H02780） および科学技術振興機
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令和2年度機器利用研究題目（2020.1.1～2020.12.31）

１．Ｘ線光電子分光分析装置（AXIS165） （筑紫地区）
• Ge上の高品質ゲート絶縁膜の低温形成 IFC部門 井芹　健人 山本　圭介
◦Cuナノ粒子と新規Ru錯体を用いた光エネルギー変換システムの開発
 カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所　　中野友里花　　高橋　幸奈 

◦二層グラフェンへのAlCl3およびCuCl2のインターカレーション
 グローバルイノベーションセンター 本山　　周 吾郷　浩樹
◦有機無機複合機能性材料の創出 先導研 福永　　悠 阿南　静佳
◦銅精鉱からの不純物除去のための選択浮遊選別に関する研究
 工学研究院  三木　　一
◦メチルシクロヘキサン脱水素用白金触媒の高性能化 工学研究院 伊藤　大弥 岸田　昌浩
◦金属酸化膜のXPS 中央分析センター  三浦　好典
◦高分子のXPS 中央分析センター  三浦　好典
◦白金グリッドのイメージング 中央分析センター  三浦　好典
◦金属酸化物ナノワイヤ表面の化学状態解析 先導研 長島　一樹 柳田　　剛
◦複合アニオン化合物の表面構造解析 中央分析センター  稲田　　幹
◦酸化膜の角度分解測定 中央分析センター  三浦　好典
◦石英ガラス基板上に蒸着したAu薄膜への硫黄酸化物吸着特性の解明
 理学研究院  村山　美乃
◦カーボンペーパーの酸素官能基分析 工学府 Noh Tae Hyoung 井上　　元
◦酸化物触媒のXPS測定 物質理工学  永長　久寛
◦新規複合アニオン化合物の開発 中央分析センター  稲田　　幹
◦複合化合物の表面解析 物質理工学  永長　久寛
◦複合窒化物圧電薄膜の開発 物質理工学  上原　雅人

２．透過型電子顕微鏡（H-7650） （筑紫地区）
◦SnO2粉末 物質理工学 梅ウンテイ 末松　昂一
◦セラミックスの合成に関する研究 物質理工学 江崎　克紘 稲田　　幹
◦シリカ中の光触媒粒子の分散性評価 物質理工学 平田　伸吾 稲田　　幹
◦結晶性ナノ層状酸化物の自己組織化合成と低次元物性
 量子プロセス理工学 湯浅　右教 大瀧　倫卓
◦SrTiO3、SrTiO3/TiNの構造分析 量子プロセス理工学 長崎　青波 大瀧　倫卓

３．表面形状測定装置（DEKTAK3） （筑紫地区）
◦有機薄膜太陽電池 先導研 福重　佑樹 藤田　克彦
◦横型Pｈ接合デバイス 先導研 筒井　猛壮 藤田　克彦
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◦ドープ型高分子半導体の劣化機構の解明と長寿命化 先導研 永井　　匠 藤田　克彦
◦キャリアドープ型有機pn接合の基礎物性の解明とトランンジスタ応用
 先導研 長　佳蓉子 藤田　克彦
◦pドープ膜を用いた有機ELの高効率化 先導研 津村潤之介 藤田　克彦
◦根圏ケミカルの計測技術の開発 システム情報科学研究院  小野寺　武
◦キャリアドープ型有機薄膜太陽電池の高効率化に関する研究 先導研 国居　明生 アルブレヒト建
◦高分子バルクヘテロ太陽電池 先導研 福重　佑樹 藤田　克彦

４．走査型プローブ顕微鏡（5500SPM） （筑紫地区）
◦酸化物薄膜の表面測定 物質理工学 日高　州平 北條　　元
◦酸化物薄膜の表面測定 物質理工学 相戸　康志 北條　　元

５．エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置（EDX-800）（筑紫地区）
◦炭素資源新転換法の開発 先導研 Li Yan 浅野　周作
◦石炭灰の組成分析 先導研  工藤　真二
◦ポストリチウムイオン電池用正極材料の電気化学特性 先導研 伊舎堂雄二 岡田　重人
◦MoO3/SnO2検量線 物質理工学 増本　勝司 末松　昂一
◦水素プラズマによるスズデブリ除去に関する研究 量子プロセス理工学 JI MENGRAN 内野喜一郎

６．電界放射走査型電子顕微鏡（JSM-6701F） （筑紫地区）
◦セラミックスの合成に関する研究 物質理工学 野中　隆太 稲田　　幹
◦Ybシリケートの低温合成と耐腐食性能評価 物質理工学 松尾　美波 稲田　　幹
◦窒素ドープカーボン触媒の表面微細構造観察 物質理工学 奥田龍之介 末松　昂一
◦階層的ポーラス構造体のための粒子ブリッジ法の開発 物質理工学 酒井　智将 稲田　　幹
◦LiCoO2のディスクの表面観察 物質理工学 竹野　慎一 渡辺　　賢
◦Wo3の観察 物質理工学  末松　昂一
◦LiCoO2の観察 物質理工学 末松　昂一 渡辺　　賢
◦酸化物ナノ粒子の形態制御 物質理工学 Gaelle Savin 末松　昂一
◦ナトリウムイオン二次電池用マンガン系正極の合成と電池特性 先導研 坂本　　遼 岡田　重人
◦酸化物ナノ粒子の評価 物質理工学 梅　ウンテイ 末松　昂一
◦シリカ粒子の合成 物質理工学 木下　冬弥 稲田　　幹
◦Morphology observation of Y2O3 powder 物質理工学 LEE JIHWOAN 張　　炳國
◦シリカ微粒子の形態監察 基幹教育院 中島　晋平 古屋　謙治
◦高濃度NaClO4水溶液の構造解析 先導研 坂本　　遼 岡田　重人
◦バイオマス焼却灰からのゼオライトの合成 物質理工学 平田　伸吾 稲田　　幹
◦酸化物ナノ粒子の微細構造制御 物質理工学  末松　昂一
◦Surface observation of Sc2Si2O7 量子プロセス理工学　　KIM SEUNG HYEON　　張　　炳國
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７．ＩＣＰ発光分析装置（SPS1700HVR） （筑紫地区）
◦高分子型Pd触媒の開発 工学研究院 松本　　光 三浦　佳子
◦核医学応用にむけた銅の科学分離手法の検討 先端エネルギー理工学 MARY ALFONSE 金　　政浩

８．赤外分光分析装置（FTIR4200 & IRT5000） （筑紫地区）
◦機能性ゴムの開発 グローバルイノベーションセンター 井上　祥恵 吾郷　浩樹
◦Activated Carbon Production 環境理工学 チャイルンニサ 宮崎　隆彦
◦作成樹脂のIR測定可否予備試験 グローバルイノベーションセンター  溝口　　誠
◦誘電率10000超を示す液晶化合物の強誘電性の実証とメカニズムの解明
 先導研 松木囿裕之 菊池　裕嗣
◦Activated Carbon from Biomass 環境理工学 チャイルンニサ 宮崎　隆彦
◦セラミックスの合成に関する研究 物質理工学 江崎　克紘 稲田　　幹
◦チタン酸バリウムの形態観察 物質理工学 古田　真浩 稲田　　幹
◦酸化チタンの合成に関する研究 物質理工学 江崎　克紘 稲田　　幹
◦新規複合アニオン化合物の開発 中央分析センター・物質理工学 末松　昂一 稲田　　幹
◦有機―無機複合機能性材料の創出 先導研 福永　　悠 阿南　静佳
◦濃厚ポリマーブラシ固定化による無機ナノ粒子集積構造の制御
 物質理工学 宮野　　陽 西堀麻衣子

９．粒径測定システム（ELSZ-OS） （筑紫地区）
◦異種金属ドープした多孔質シリカ環境浄化触媒に関する研究 物質理工学 平田　伸吾 稲田　　幹
◦生体へのフレキシブル情報埋込及びトレーシング技術の研究 工学府 大熊　航平 山西　陽子

１０．高感度示差走査熱量計（DSC6220） （筑紫地区）
◦Fe系金属ガラスの熱誘起β緩和による粘性流動成形 工学府 重田　雄二 尾崎由紀子
◦Fe系金属ガラスにおけるβ緩和の確認 工学府 糸山　森羅 尾崎由紀子

１１．超高感度示差走査熱量計（DSC6100） （筑紫地区）
◦Nanofluid hot transfer fluide 環境エネルギー理工学 Frantisek Miksik 宮崎　隆彦

１２．誘導結合プラズマ質量分析装置（Agilent7500c） （伊都地区）
◦P0798ガラスの溶解試験 工学研究院　　江上　立樹、来海　寿宏　　稲垣八穂広
◦ゼオライトガラスの物性評価 工学研究院　　河村　拓哉、矢野　晃一、古賀　　遼　　稲垣八穂広
◦ベントナイト中を拡散するSr移行挙動の炭酸濃度依存性 工学研究院 山田　良太 出光　一哉
◦ベントナイト抽出溶液と模擬デブリ浸出溶液の分析 工学研究院 吉田　圭祐 出光　一哉
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◦ベントナイト抽出溶液の分析 工学研究院 中﨑　友哉 出光　一哉
◦黒雲母溶液の分析 工学研究院 南原　　傑 出光　一哉
◦水プラズマによる廃油の分解処理開発実験 工学研究院 村上　　寛 渡邉　隆行
◦閉鎖された最終処分場からの資源回収に関する基礎的研究 工学研究院 鹿毛　大雅 島岡　隆行
◦焼却残渣の元素組成分析 工学研究院 梶野　友貴 島岡　隆行
◦Detection of the role of Fe in Fe-montmorillonite/g-C3N4 during photocatalytic reaction

 工学研究院 Zhang Li 笹木　圭子
◦Sequential biotreatment of Carbonaceous Silver Ore Concentrate 工学研究院 Diego Mendoza 笹木　圭子
◦The effects of amino acids on the stability of LDH 工学研究院 Wang Mengmeng 笹木　圭子
◦吸着試験液のAs濃度測定 工学研究院 仲摩　愼剛 笹木　圭子
◦石炭灰浸出液のCr,As,Se濃度測定 工学研究院 仲摩　愼剛 笹木　圭子
◦炭素質金鉱石浸出液のAu濃度測定 工学研究院　　境　諒太郎、仲摩　愼剛　　笹木　圭子
◦シリカスケールの化学分析及び結晶構造観察 工学研究院 川嵜　兼彦 渡邊公一郎
◦タンザニア塊状硫化物鉱床の成因解明 工学研究院 Hidaya Omari 渡邊公一郎
◦フィリピンルルノ鉱山における金やレアアースの研究 工学研究院 原　　悠貴 渡邊公一郎
◦モンゴルより採取した岩石アンプルの観察及び分析 工学研究院 木下　博貴 渡邊公一郎
◦モンゴル南部斑岩型銅鉱床の成因解明 工学研究院　　Bilegsaikhan Bolor Erdene　　渡邊公一郎
◦酸性熱水の有効利用に関する研究 工学研究院 原　　悠貴 渡邊公一郎
◦廃石より溶出する金属イオンの評価 工学研究院 山崎　寛人 島田　英樹
◦鉱山から採取した金属イオンを含む鉱山廃水の分析 工学研究院 田頭　良浩 島田　英樹
◦アジアにおける地下水中のヒ素挙動にもたらす地球温暖化の影響の研究
 比較社会文化研究院 Nguyen Van Thinh 桑原　義博
◦HAY mediumの分析 理学研究院　　沖　拓海、横尾　浩輝　　宇都宮　聡
◦環境水の分析 理学研究院 上原　基希 宇都宮　聡
◦代謝生成物の組成分析 理学研究院 沖　　拓海 宇都宮　聡
◦プルシアンブルーナノ粒子内包リポソームの合成とセシウム吸着能の評価
 理学研究院 湯川真悠子 大場　正昭
◦水素水に含まれる多元素分析 農学研究院 竹本　直通 清水　邦義
◦水産養殖池における水温成層逆転現象と水産病害の実態把握に関する研究
 熱帯農学研究センター　　グエン ヴァン ティン　　尾﨑　彰則
◦レアメタルの健康影響 医学研究院 松村　　渚 田中　昭代
◦Pt製剤の細胞内取り込み実験 薬学研究院  松永　直哉

１３．誘導結合プラズマ質量分析装置（Agilent7700x） （伊都地区）
◦P0798ガラスの溶解試験 工学研究院　　江上　立樹、来海　寿宏　　稲垣八穂広
◦ゼオライトガラスの物性評価 工学研究院 古賀　　遼 稲垣八穂広
◦奥出雲産砂鉄中の微量元素 工学研究院 米津幸太郎 渡邊公一郎
◦大分県久住高原に分布する火山灰土壌における鉄とアルミニウムの存在形態に関する研究
 農学研究院 Jithya Wijesinghe 森　　裕樹
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◦植物体内への硫黄、リン、銅の蓄積制御機構 農学研究院 牛渡　　司 丸山　明子
◦インジウムの健康影響 医学研究院 松村　　渚 田中　昭代
◦レアメタルの健康影響 医学研究院 松村　　渚 田中　昭代

１４．フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR-620） （伊都地区）
◦ナノ粒子デコレーションによる膨張コールター・カウンター法の開発
 工学研究院　　三浦　夏琳、野中　宏輔　　加地　範匡
◦TTF縮環テトラアザポルフィリンの合成 工学研究院 井口　まり 古田　弘幸
◦Effect of heterogeneity on mechanical properties of adhesives 工学研究院 Wu　Yihao 田中　敬二
◦エポキシ硬化反応の反応率に関する研究 工学研究院 光木　紘介 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の架橋密度と力学特性の関係 工学研究院 武谷　亮佑 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の界面に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
◦熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の固体界面における空間不均一性 工学研究院 古後　拓朗 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の力学特性 工学研究院 伊田　怜也 田中　敬二
◦セルロースナノコンポジット材料の分子設計に関する研究 工学研究院 原田　　怜 田中　敬二
◦セルロース界面におけるゴム状高分子鎖の凝集状態 工学研究院 原田　　怜 田中　敬二
◦ナノファイバーの力学物性 工学研究院 松本　　諒 田中　敬二
◦固体界面におけるポリメタクリル酸メチルのガラス転移温度 工学研究院 古賀　弘樹 田中　敬二
◦高分子吸着層の凝集状態に関する研究 工学研究院 種子田英伸 田中　敬二
◦生体物質付着防止機能材料に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
◦分子界面制御に基づく革新的接着技術の構築 工学研究院 青木　美佳 田中　敬二
◦錯体のプロモ化と特性評価 工学研究院 石濱　航平 久枝　良雄
◦共結晶作製 工学研究院 矢野　喜男 久枝　良雄
◦ヘパリン固定化ナノファイバー足場に関する開発 工学研究院 Akshat Joshi 井嶋　博之
◦機能性分子固定化能を有する繊維性足場基材の開発 工学研究院 池上　康寛 井嶋　博之
◦prolineモノリスの作製 工学研究院 服部　春香 三浦　佳子
◦モノリスの合成 工学研究院　　井本　知希、松本　　光　　三浦　佳子
◦多孔質モノリスの細孔構造制御 工学研究院 野中　聖也 三浦　佳子
◦Analyzing the elemental composition of silica gel from Rice Husk Ash

 工学研究院　　Chaiuppala Rachanon　　島岡　隆行
◦Analyzing MSWI fly ash and fishbone 工学研究院　　Saffarzadeh Amirhomayoun Yang　　島岡　隆行
◦廃棄物埋立地の遮水シート 工学研究院 土屋　海渡 島岡　隆行
◦Composition analysis of a:CH film システム情報科学研究院 松尾　綾香 白谷　正治
◦Quasi-solid electrolytes for DSSCs システム情報科学研究院　　Chawarambwa Fadzai　　白谷　正治
・TEOSプラズマによるSiO2膜の膜質測定
 システム情報科学研究院　　阿部　滉平、吉田　知晃、佐々木勇輔　　白谷　正治
◦TVW励起プラズマCVDにより作製した DLC 膜質測定
 システム情報科学研究院　　岩本　亮介　　白谷　正治
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◦イオン液体を利用した木材の軟化 農学研究院  阪上　宏樹
◦リグニン沈着を利用した新たなリグノセルロース素材の開発
 農学研究院 田村　　剛 堤　　祐司
◦青果物のエディブルコーティング 農学研究院
 Hamayoon Mohammad、朱　兪璟、Ata Aditya Wardana、Passakorn Kingwascharapong、Leila Mohammadi　　田中　史彦
◦青果物用可食性フィルムの開発 農学研究院 牟田江梨花 田中　史彦
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院
 原田　容子、平山　祐作、ZHANG ZILIN、畠山真由美　　北岡　卓也

１５．マルチチャンネル赤外顕微鏡システム（伊都地区）
◦高分子薄膜の構造解析 工学研究院 春藤　淳臣 田中　敬二
◦高分子吸着層の凝集状態に関する研究 工学研究院 種子田英伸 田中　敬二
◦固体界面におけるエポキシ樹脂の空間不均一性 工学研究院 古後　拓朗 田中　敬二
◦Polarization of membrane 先導物質化学研究所 中西　　匠 佐藤　　治
◦上部マントル条件下における含水斜方輝石の変形実験 理学研究院  坪川祐美子

１６．超伝導核磁気共鳴吸収装置（JNM-ECZ400） （伊都地区）
◦Segregation-induced bioinert interface using poly(2-ethyl-2-oxazoline)

 工学研究院 Hong, Jinhyeok 田中　敬二
◦液体発光デバイスに向けたピレン誘導体の合成と物理化学的および電気化学特性の解明
 工学研究院 山口　雄輝 田中　敬二
◦生体物質付着防止機能材料に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
◦精密重合により得られた高分子の構造同定 工学研究院 川畑　建人 田中　敬二
◦生分解性高分子材料に関する研究 工学研究院 田村　隼太 田中　敬二
◦Electrocatalytic intramolecular cyclic perfluoroalkylation of (hetero)arenes mediated by vitamin B12 model complex

 工学研究院 CUI LUXIA 久枝　良雄
◦鎖状テトラピロール錯体の合成と触媒反応への応用 工学研究院 重平　健翔 久枝　良雄
◦光励起三重項を用いた動的核偏極法によりスピン偏極生成
 工学研究院　　Arijit Mallick、折橋　佳奈、藤原　才也　　君塚　信夫
◦CT吸収を用いた材料開発 工学研究院 脇　　秀太 君塚　信夫
◦Photocatalytic reaction with UC-MOF 工学研究院 カク　ドンギュ 君塚　信夫
◦Photon Upconversion based on Triplet-Triplet Annihilation in Supramolecular Gel

 工学研究院 ZHENG YAN 君塚　信夫
◦Preparation of Aryl-azopyrazole Compound 工学研究院 升永　有香 君塚　信夫
◦TTA-UCの高効率化に向けた励起三重項寿命の長寿命化 工学研究院 宇治　雅記 君塚　信夫
◦アニオン性脂質-MX型白金錯体における誘起キラリティの評価
 工学研究院　　丸山　一聖　　君塚　信夫
◦キラルなアニオン性脂質がMX型Pt錯体に及ぼす効果の検討 工学研究院 永井　邑樹 君塚　信夫



― 27 ― 

◦シングレットフィッション材料の開発 工学研究院 田中健太郎 君塚　信夫
◦ナノ結晶から水への核スピン偏極移行界面の設計 工学研究院 松本　尚士 君塚　信夫
◦ホストゲスト相互作用を利用した電気化学ペルチェ素子の開発
 工学研究院 的場　史憲 君塚　信夫
◦ロジウム二核錯体の合成 工学研究院 坂田　萌音 君塚　信夫
◦一次元配位高分子の光重合制御 工学研究院 石原ひかり 君塚　信夫
◦一重項分裂を用いたTripletDNPの開発 工学研究院 中島　悠真 君塚　信夫
◦可視-紫外フォトン・アップコンバージョン材料の開発 工学研究院 原田　直幸 君塚　信夫
◦機能性有機色素の開発 工学研究院 佐々木陽一 君塚　信夫
◦金属錯体の自己組織化と機能 工学研究院 山本　凌輔 君塚　信夫
◦結晶性高分子材料の結晶構造解析 工学研究院 関　雄一郎 君塚　信夫
◦光応答性金属錯体の光構造制御 工学研究院 小林　徹朗 君塚　信夫
◦光励起三重項を偏極源とした動的核偏極による水の連続的高偏極化
 工学研究院 西村　亘生 君塚　信夫
◦高効率な可視紫外フォトン・アップコンバージョン固体材料の開発
 工学研究院 爲本　多恵 君塚　信夫
◦自己組織化に基づく機能性高分子ナノシステムの開発 工学研究院
 泉　佳奈枝、晴気　伶菜、川嶋　優介、河野　宏徳、Gurbir Singh　　君塚　信夫
◦室温における生体分子結晶の超核偏極 工学研究院 濵地　智之 君塚　信夫
◦重金属フリーな近赤外吸収ドナーの開発 工学研究院 近藤　純平 君塚　信夫
◦振動的光誘起相転移現象の開発 工学研究院 永井　邑樹 君塚　信夫
◦電気化学ペルチェ素子の構築 工学研究院 岩見　理沙 君塚　信夫
◦Development of Drug Delivery System in Ionic Liquids

 工学研究院　　Ali Md Korban、Rahman Md Moshikur　　後藤　雅宏
◦Development of biocompatible ionic liquid as food preservatives 工学研究院 Islam Md Shimul 後藤　雅宏
◦Choline based ionic liquids in transdermal drugs delivery systems 工学研究院 Md Rafiqul Islam 後藤　雅宏
◦生体適合性イオン液体の合成 工学研究院　　Rahman Md Moshikur　　後藤　雅宏
◦Lipid-base Novel Ionic liquid in Trans-dermal Drug Delivery System 工学研究院 SHIHAB UDDIN 後藤　雅宏
◦環境調和型分離媒体によるレアメタル分離技術の開発 工学研究院 花田　隆文 後藤　雅宏
◦レアメタルの高度分離のための反応界面設計と新規膜分離プロセスへの展開
 工学研究院 吉田　　航 後藤　雅宏
◦イオン液体の合成 工学研究院　　宮﨑　祐典、藤澤　裕貴　　後藤　雅宏
◦経皮ワクチン実用化のためのS/Oシールの開発とその効果 工学研究院 古田　真理 後藤　雅宏
◦逆ミセル法を用いた経皮がんワクチンの開発 工学研究院 小坂　秀斗 後藤　雅宏
◦イオン液体を用いた経皮ワクチンの開発 工学研究院 森田　佳歩 後藤　雅宏
◦アミド酸型抽出剤を用いたレアメタルの分離・回収 工学研究院 妹尾　紘介 後藤　雅宏
◦広温低加湿燃料電池用高分子電解質膜の開発および評価 工学研究院 HAN HOON 藤ヶ谷剛彦
◦Side-Wall Functionalization of Carbon Nanotubes to Improve their Thermoelectric Properties

 工学研究院 ボラ　アンガナ 藤ヶ谷剛彦
◦カーボンナノチューブを用いた近赤外光セラノスティクス 工学研究院 永井　薫子 藤ヶ谷剛彦
◦炭素材料に対するポリベンズイミダゾール吸着状態の解明 工学研究院 嘉陽　奈々 藤ヶ谷剛彦
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◦カチオン性のπ電子系とπ電子系の複合化による新規π集積体の構築と機能化
 工学研究院 古賀　大地 藤ヶ谷剛彦
◦カーボンナノチューブを用いた熱電発電 工学研究院 山口　凌平 藤ヶ谷剛彦
◦反応基を複数有する化学修飾分子を用いたカーボンナノチューブの近赤外発光特性
 工学研究院 青木　榛花 藤ヶ谷剛彦
◦フォトクロミック分子を用いたSWNTのフォトパターニング法の開発
 工学研究院 石井　大貴 藤ヶ谷剛彦
◦光駆動反応によるカーボンナノチューブへの部分的電子ドープ技術の開発
 工学研究院 石井　大貴 藤ヶ谷剛彦
◦ジアリールエテンのフォトクロミズムを駆動力としたカーボンナノチューブの発光変調
 工学研究院 中川　泰人 藤ヶ谷剛彦
◦生体応用を指向した血中タンパク質修飾カーボンナノチューブの開発
 工学研究院 中村　賢拓 藤ヶ谷剛彦
◦局所化学修飾単層カーボンナノチューブのドープサイトの構造歪みに基づく発光波長変調技術の確立
 工学研究院 仲　　禎仁 藤ヶ谷剛彦
◦ドーパントの開発 工学研究院 田中　直樹 藤ヶ谷剛彦
◦金ナノロッドを用いた自律過熱抑制可能な光熱治療剤の開発
 工学研究院 藤原　達矢 藤ヶ谷剛彦
◦新規アニオン交換膜の創製 工学研究院 本石　祐輝 藤ヶ谷剛彦
◦回転抑制を組み込まれた修飾分子に基づく高輝度化カーボンナノチューブの開発
 工学研究院 余　　博達 藤ヶ谷剛彦
◦sp2炭素型欠陥ドープによる局所化学修飾単層カーボンナノチューブの開発と物性解明
 工学研究院 林　　啓太 藤ヶ谷剛彦
◦局所化学修飾単層カーボンナノチューブの修飾分子によるドーピングとトリオン創出
 工学研究院 萬屋　俊司 藤ヶ谷剛彦
◦Development of polyion complex nanoparticles for biofilm-infection control

 工学研究院 Asmariah Ahmad 片山　佳樹
◦Development of polyion materials for transmucosal drug delivery 工学研究院 Fadlina Aulia 片山　佳樹
◦Polyelectrolyte Synthesis 工学研究院　　Gabrielle Anjani、K C Biplab　　片山　佳樹
◦Homo-PAsp synthesis 工学研究院 Li BingJhang 片山　佳樹
◦Development of vascular calcification inhibitor 工学研究院 Phan Quoc Khanh 片山　佳樹
◦CARP法へ向けた酵素内在性の評価 工学研究院　　Qi Song、吉田　良祐、金子　諒右　　片山　佳樹
◦CPPの形成抑制を目的としたHSA-phytate結合体の開発 工学研究院 加藤　拓海 片山　佳樹
◦PEG-PAsp synthesis、PLL synthesis 工学研究院 丸山　朋輝 片山　佳樹
◦Yolk-shell型PICの開発 工学研究院 神澤　大志 片山　佳樹
◦ペプチド医薬の血中滞留性向上を目指したHSA高親和性ペプチドリガンドの開発
 工学研究院 岸　　剛史 片山　佳樹
◦ポリイオンコンプレックスによる集積構造の形成 工学研究院 太田　廉人 片山　佳樹
◦脳への薬物送達を指向した高分子医薬の開発 工学研究院 芳川　拓真 片山　佳樹
◦ｓ標的組織送達後の機能発現を指向したナノメディスンの開発
 工学研究院 宮原　　涼 片山　佳樹
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◦免疫応答を回避する新規ステルスポリマーの開発
 工学研究院　　石橋　賢汰、島居　伶奈、龍神　尭昌　　片山　佳樹
◦薬物送達キャリアとしてのベシクルの機械的強度の測定と評価
 工学研究院 原口　陽菜 片山　佳樹
◦マイクロデバイスの応用 工学研究院 延廣　一樹 三浦　佳子
◦水溶性糖鎖高分子の合成 工学研究院 王　　尊弘 三浦　佳子
◦アントラキノン硫酸塩溶液分析 工学研究院 郭　　本帥 三浦　佳子
◦糖鎖高分子の合成 工学研究院　　石田　尚斗、吉瀬　誠也、植村　剛志　　三浦　佳子
◦モノマーの合成 工学研究院 松本　　光 三浦　佳子
◦光応答性ナノゲル粒子の作製 工学研究院 足立莉乃香 三浦　佳子
◦Gb3含有ナノパーティクルの合成 工学研究院 瀧本　紗織 三浦　佳子
◦グロボ3糖モノマー合成 工学研究院　　齋藤　勇輔、堀　　康点　　三浦　佳子
◦膜の評価 工学研究院 堀井　涼雅 三浦　佳子
◦糖モジュール法による中分子糖鎖クラスターによる糖鎖認識の構築
 工学研究院 堀内　　輔 三浦　佳子
◦CO2分離材料の開発 工学研究院 本田竜太朗 三浦　佳子
◦多孔質モノリスの細孔構造制御 工学研究院 野中　聖也 三浦　佳子
◦好塩性アーキアに特有な膜脂質コアの詳細化学構造について
 理学研究院  山内　敬明
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の構造解析 農学研究院 高濱　　良 近藤　哲男
◦土壌中におけるリン化合物の動態解析 農学研究院  平舘俊太郎
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現
 農学研究院　　Ranaivoarimanana Naliharifetra Jessica、平山　祐作　　北岡　卓也
◦ヒト腸内フローラのメタボローム解析
 農学研究院　　松崎　渓作、渡邉　麻衣、篠田あかり　　中山　二郎
◦有機材料の高温NMR測定 稲盛フロンティア研究センター Min Hyukgi 安田　琢麿
◦高性能有機半導体材料の開発 稲盛フロンティア研究センター 森　　達哉 安田　琢麿

１７．低真空高感度走査電子顕微鏡（SU3500） （伊都地区）
◦吸着材の開発 工学研究院　　Brian Adala Omondi、岡部　弘高　　原　　一弘
◦ナノ粒子デコレーションによる膨張コールター・カウンター法の開発
 工学研究院　　岸本　祐汰、三浦　夏琳、井手　幸子、内藤　豊裕　　加地　範匡
◦Observation of platelet adhered at P[O(Ox)MA]/PMMA blend film surface

 工学研究院 Hong Jinhyeok 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の硬化過程 工学研究院 伊田　怜也 田中　敬二
◦生体物質付着防止機能材料に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
◦ナノファイバーの力学物性 工学研究院 松本　　諒 田中　敬二
◦高分子試料の観察 工学研究院 西尾　和也 田中　敬二
◦高分子薄膜の凝集構造に関する研究 工学研究院 川畑　建人 田中　敬二
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◦高分子ナノファイバーの構造に関する研究 工学研究院 藤井　美里 田中　敬二
◦Controlling the Multicellular Aggregate Behavior with Dynamic Mechanical Response by Stiffness of Hydrogel Marble

 工学研究院 WAHYU RAMADHAN 後藤　雅宏
◦Ionic liquid based Drug delivery system 工学研究院 Ali Md Korban 後藤　雅宏
◦ナノファイバー透明空気フィルターの創製 工学研究院 花田　隆文 後藤　雅宏
◦Polymer inclusion membranes for metals recovery from spent automotive 工学研究院 Adroit TN Fajar 後藤　雅宏
◦ヘパリン固定化生体模倣PCL/ゼラチンコア-シェル型ナノファイバー足場開発
 工学研究院 Akshat Joshi 井嶋　博之
◦足場基材の観察 工学研究院　　田中　滉大、貫島　匡生　　井嶋　博之
◦人工神経足場基材としての神経系ECMを用いた配向性ナノファイバーの開発
 工学研究院 小柳　和也 井嶋　博之
◦機能性分子固定化能を有する繊維性足場基材の開発 工学研究院 池上　康寛 井嶋　博之
◦マイクロニードルゲル基材を用いた肝臓表面における肝組織構築
 工学研究院 白木川奈菜 井嶋　博之
◦NiSからのNi浸出機構に関する研究 工学研究院 川田　寛之 岸田　昌浩
◦流動層を用いた連続再生式PM除去装置の処理量増加と燃焼挙動に与える影響
 工学研究院 山崎　智行 岸田　昌浩
◦CO2分離膜の作製 工学研究院 劉　　一達 三浦　佳子
◦膜の観察 工学研究院 堀井　涼雅 三浦　佳子
◦カーボンナノチューブ電極の表面分析 工学研究院 郭　　本帥 三浦　佳子
◦回転型連続反応炉による月土壌の水素還元 工学研究院 熊井　絵理 渡邉　隆行
◦ゼオライトによるCs吸着 工学研究院 邵　　英洲 久場　隆広
◦海浜植物の分布と海岸漂着ゴミの分布特性の関連性の考察 工学研究院 SONG YAWEN 清野　聡子
◦Analyzing MSWI fly ash and fishbone 工学研究院　　Saffarzadeh Amirhomayoun Yang　　島岡　隆行
◦廃棄物埋立地における遮水シート調査 工学研究院 土屋　海渡 島岡　隆行
◦土木用不織布からのマイクロプラスチック・ファイバーの発生に関する研究
 工学研究院 福田　敦輝 島岡　隆行
◦電圧変動による水電解装置への影響 工学研究院 西藤　知子 伊藤　衡平
◦歯車の加工表面性状と運転性能に関する研究 -新しい歯車加工法による加工表面性状-

 工学研究院 小金丸高志 黒河　周平
◦水生物識別のためのフレキシブル磁気タグの研究 工学研究院 大熊　航平 山西　陽子
◦マイクロプラズマバブルを用いた金属成膜技術の研究
 工学研究院　　島内　孝輔、山下　優　　山西　陽子
◦マイクロプラズマバブルによる金属成膜手法の提案 工学研究院 馬﨑　夏実 山西　陽子
◦寿命イメージングに基づく圧力分布計測が拓く複雑流動場のEFD解析
 工学研究院  森　　英男
◦分割電極測定による燃料極支持平板型SOFCの各部交流インピーダンス解析
 工学研究院 西藤　知子 中島　裕典
◦各種金属表面の境界潤滑および焼付き特性に関する研究 工学研究院 安部　裕也 八木　和行
◦次世代自動車等の開発加速化に係るシミュレーション基盤構築に関連した現象解明研究
 工学研究院 吉浦建司朗 八木　和行
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◦テクスチャ表面によるなじみ促進作用のその場観察 工学研究院 金　　泰楊 八木　和行
◦Hydrogen-assisted crack initiation and propagation in a TWIP steel

 工学研究院　　Abbas Mohammadi　　野口　博司
◦Dislocation Model of Ductile Crack Propagation in 3%Si-Fe Single Crystal

 工学研究院　　HUYNH THANH THUONG　　野口　博司
◦Surface Damage Observation for SUH 660 工学研究院　　Virendra Kumar Verma　　野口　博司
◦Surface analysis of PH steel 工学研究院　　Virendra Kumar Verma　　野口　博司
◦炭素系ナノ材料を充てんした樹脂複合材のトライボロジー特性に関する研究
 工学研究院 新盛　弘法 澤江　義則
◦QCM法による吸着材結合層の物質移動抵抗の解明 工学研究院 古家　航平 濱本　芳徳
◦蒸気吸着材結合層の物質移動抵抗の解明 工学研究院  濱本　芳徳
◦高圧水噴霧が溶融金属の粒子形状に及ぼす影響 工学研究院 市村展史郎 井上　智博
◦純鉄火花の断面元素分析 工学研究院 木村　太郎 井上　智博
◦PBI被覆SWCNTによるCFRP積層板のモードⅠ層間高じん化 工学研究院 井上　　航 宇田　暢秀
◦熱可塑性樹脂CFRPの力学特性に与える成形冷却速度の影響に関する研究
 工学研究院 有廣　大成 宇田　暢秀
◦反応性高分子被覆CNT複合材料の力学特性に関する研究 工学研究院 内田　敬人 宇田　暢秀
◦層間にカーボンナノチューブシートを挿入したCFRP積層板の層間破壊じん性の評価
 工学研究院 吉田　匡寛 矢代　茂樹
◦クロム系耐熱鋼溶接金属における析出物の核生成 工学研究院 田丸　隼也 金子　賢治
◦金属の偏析に関する研究 工学研究院 MA　JUHUAI 宮原　広郁
◦Analysis of solidification microstructure of pure copper and alloys

 工学研究院 Suphattra Sachana 宮原　広郁
◦レーザー照射による金属材料の急速溶解・凝固における組織形成過程のその場観察
 工学研究院 安達　隼介 宮原　広郁
◦溶融鋳鉄を用いた鋼の浸炭挙動 工学研究院 永嶋　祐幸 宮原　広郁
◦基板試料の観察 工学研究院 岡本　光尊 国友　和也
◦鉄鉱石の水素還元技術、微粉鉱石の観察 工学研究院 丸田　凌平 国友　和也
◦実験後試料の断面観察 工学研究院　　江口　大雅、野田　数馬　　国友　和也
◦高リン鉄鉱石試料の観察 工学研究院 新荘　幹大 国友　和也
◦炭材表面観察 工学研究院 川染　康平 国友　和也
◦鉱石の表面性状の観察 工学研究院 半田　大朗 国友　和也
◦新奇強誘電体セラミックスナノ粒子の合成 工学研究院  佐藤　幸生
◦水熱合成法による(Hf,Zr)O2ナノ粒子の作製 工学研究院 藤元このみ 佐藤　幸生
◦水熱合成法によるHf0.5Zr0.5Oナノ粒子の作製 工学研究院 渕上　佳史 佐藤　幸生
◦インコネル625埋め込み試料の表面観察 工学研究院 奥田　知希 尾﨑由紀子
◦Fe-Cr焼結体の浸炭ガス種における機械的特性への影響 工学研究院 山田　　宰 尾﨑由紀子
◦Fe系ガラス粉末の形態観察 工学研究院 重田　雄二 尾﨑由紀子
◦インコネル625の断面観察 工学研究院 清水　悠佑 尾﨑由紀子
◦浸炭または浸窒焼入れを施した鉄系焼結材料の耐摩耗性と摩耗形態
 工学研究院 日下部圭祐 尾﨑由紀子
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◦アセチレン浸炭によるFe-Cr系焼結材の耐摩耗性の解析 工学研究院 鈴政　隆広 尾﨑由紀子
◦Microstructure resolution of flow slide soil collected from Indonesia 工学研究院 前田　　翼 ﾊｻﾞﾘｶ ﾍﾏﾝﾀ
◦鋼CFRP複合材の引張試験後の破断面観察 工学研究院 LIU　WEIJIE 貝沼　重信
◦腐食生成物の観察
 工学研究院　　SUN XIAOTONG、XU WEIKUN、井上　凌、趙　茂伶、飯尾　翔磨　　貝沼　重信
◦鋼材腐食部微視的分析 工学研究院　　YANG HAOXUAN、謝　　嘉靖　　貝沼　重信
◦引張断面観察 工学研究院 ZHUANG Shusen 貝沼　重信
◦鋼素地表面の粗さ測定 工学研究院 キム　アラン 貝沼　重信
◦AWJ鋼材分析、鋼素地の表面測定 工学研究院 パク　サンホン 貝沼　重信
◦AWJ鋼材分析 工学研究院 王 　　啓迪 貝沼　重信
◦鋼材の相違が腐食表面性状に及ぼす影響とその空間統計シミュレーション
 工学研究院 宮崎　泰樹 貝沼　重信
◦アルミめっき観察 工学研究院 高　　　揚 貝沼　重信
◦近接塗膜傷が相互干渉する腐食の電気化学機構に関する研究
 工学研究院 樋口　　亮 貝沼　重信
◦ウルトラファインバブルを用いたスケール付着抑制 工学研究院 田子森　健 喜岡　　新
◦Bio-treatment of Powder Activated Carbon by lignin degrading enzymes

 工学研究院 Diego Mendoza 笹木　圭子
◦金属片の表面分析 工学研究院 相川明日希 中川　昌美
◦タンザニア塊状硫化物鉱床の成因解明 工学研究院 Hidaya Omari 渡邊公一郎
◦SEM X ray mapping of sulphides 工学研究院 Lulu Seaba 渡邊公一郎
◦シリカスケールの化学分析及び結晶構造観察
 工学研究院　　Saefudin Juhri、関屋　勇志、川嵜　兼彦　　渡邊公一郎
◦ボツワナ含金縞状鉄鉱層の生成機構の解明 工学研究院 阿部健太郎 渡邊公一郎
◦中国南部・アンチモン鉱床の生成機構の解明 工学研究院 阿部健太郎 渡邊公一郎
◦ハルマヘラ島における金鉱化作用について 工学研究院 井上　貴之 渡邊公一郎
◦酸性熱水の有効利用に関する研究 工学研究院　　井上　貴之、都留　航平　　渡邊公一郎
◦金の鉱化作用 工学研究院 原　　悠貴 渡邊公一郎
◦ニッケルラテライト中のSc, Caの濃集メカニズムの解明 工学研究院 山田　富之 渡邊公一郎
◦インドネシアグラスベルグ銅鉱山鉱化作用 工学研究院 大町駿之介 渡邊公一郎
◦ボツワナ花崗岩帯の希土類元素 工学研究院 谷口　典明 渡邊公一郎
◦フィリピン・サンギロ鉱山より採集した鉱物の分析 工学研究院 釘﨑　直人 渡邊公一郎
◦シリカスケールの生成機構の解明 工学研究院　　都留　航平、有里　海斗　　渡邊公一郎
◦Occurrence of Ore Minerals and Fluid Inclusion Study at the Masara Gold Deposit, Southeastern Mindanao, Philippines

 工学研究院 國分　崚太 渡邊公一郎
◦廃石の吸着イオン評価 工学研究院 山崎　寛人 島田　英樹
◦ZnAlOの膜厚測定 システム情報科学研究院 浦川　聖市 板垣　奈穂
◦SiO2ナノポーラス膜の生成 システム情報科学研究院 宮野　亮太 池上　　浩
◦パルスレーザー蒸着法によるGeSn粒子の形成 システム情報科学研究院 中島　哲平 池上　　浩
◦Quasi-solid electrolytes for DSSCs システム情報科学研究院 Lesley Chawarambwa 白谷　正治
◦光捕捉微粒子を用いたプラズマ揺らぎの評価 システム情報科学研究院 奥永　冴京 白谷　正治
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◦Composition analysis of a:CH film システム情報科学研究院 黄　　成和 白谷　正治
◦TEOSプラズマによるSiO2膜の膜質測定 システム情報科学研究院 佐々木勇輔 白谷　正治
◦AuNPs 形状観察 システム情報科学研究院 陳　　　斌 林　　健司
◦レーザーアブレーションによるZnOナノ結晶の作製
 システム情報科学研究院  中村　大輔
◦ダイヤモンドフィラー伝熱シートの断面観察 システム情報科学研究院 李　　赫男 末廣　純也
◦長期間加熱されたLi2TiO3ペブルからの核変換生成トリチウム放出挙動
 総合理工学研究院 一本杉旭人 片山　一成
◦菌の観察 理学研究院 横尾　浩輝 宇都宮　聡
◦鉱物の同定 理学研究院 沖　　拓海 宇都宮　聡
◦環境粒子の分析 理学研究院　　高見　龍、諸岡　和也、笛田　和希　　宇都宮　聡
◦MnO2菌の分析 理学研究院 上原　基希 宇都宮　聡
◦土壌・岩石構成鉱物の分析 理学研究院 竹原　政人 宇都宮　聡
◦アサガオの体軸関連遺伝子の相互作用 理学研究院 古金　真琴 仁田坂英二
◦アサガオの微細構造の研究 理学研究院　勝手　浩貴、松尾美穂香　　仁田坂英二
◦金属間化合物の組成分析 理学研究院　木下　啓也、川本　大雅　　光田　暁弘
◦青果物のエディブルコーティング 農学研究院
 Tran Thi Van、Ata Aditya Wardana、Passakorn Kingwascharapong、朱　兪璟　　田中　史彦
◦青果物および可食性フィルムの微細構造観察 農学研究院　　Hamayoon Mohammad　　田中　史彦
◦青果物の微細構造観察 農学研究院 Leila Mohammadi 田中　史彦
◦米ゲルの表面観察 農学研究院 岡田　京子 田中　史彦
◦青森ヒバ精油添加ゼラチン-コンニャクグルコマンナンコーティングによる青果物の鮮度保持
 農学研究院 古閑亜里沙 田中　史彦
◦レモングラスエッセンシャルオイル-HPC可食性フィルム 農学研究院 文　セイイ 田中　史彦
◦飼料用米（高アミロース米）ゲルの物性および加工適正の分析
 農学研究院　　矢部　瑞季　　田中　史彦
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現
 農学研究院　　福田　直弥、ZHANG ZILIN　　北岡　卓也
◦BZSｃ60破断面観察および組成分析
 稲盛フロンティア研究センター　　清水　雄太、兵頭　潤次　　山崎　仁丈
◦CO2再資源化 鉄鋼リサーチセンター 岩原　将吾 齋間　　等
◦化学反応との複合化による革新的エネルギー創生
 鉄鋼リサーチセンター 戸髙　昌俊 齋間　　等
◦温度応答性ペプチド・NTA-3F3の自己集合による凝集体の観察
 基幹教育院  巣山慶太郎
◦水素ステーションの高圧水素シールシステムに関する研究
 水素材料先端科学研究センター　　前田　朱里、大山　恵子　　藤原　広匡
◦職業性吸入インジウムの体内動態と多臓器障害に関する研究
 医学研究院  田中　昭代
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１８．超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡（SU8000） （伊都地区）
◦Perovskite solar cells 工学研究院　　Tumen-Ulzii Ganbaatar　　安達千波矢
◦新規食品加工技術の開発に向けた菌代謝産物変動メカニズムの解明
 工学研究院 金房　純代 加地　範匡
◦1細胞パルペーションデバイスの創製 工学研究院 古川　佳栄 加地　範匡
◦環境調和型分離媒体によるレアメタル分離技術の開発 工学研究院 花田　隆文 後藤　雅宏
◦ガラスフィルタ多孔質構造の観察 工学研究院 石川　翔太 井上　　元
◦金属イオンとシルセスキオキサンで構成されるナノ粒子の開発
 工学研究院 吉田　諒矢 岸田　昌浩
◦流動層を用いた連続再生式PM除去装置の処理量増加と燃焼挙動に与える影響
 工学研究院 山崎　智行 岸田　昌浩
◦アミン含有ゲルによる省エネルギー且つ低コストなCO2分離濃縮材料・プロセス開発
 工学研究院 安藝　翔馬 三浦　佳子
◦モノリスの合成 工学研究院　　井本　知希、松本　　光　　三浦　佳子
◦膜の観察 工学研究院　　石躍　大成、堀井　涼雅　　三浦　佳子
◦Proline固定化モノリスリアクターの開発 工学研究院 服部　春香 三浦　佳子
◦CO2分離材料の開発 工学研究院 片渕　航汰 三浦　佳子
◦多孔質モノリスの細孔構造制御 工学研究院 野田　聖也 三浦　佳子
◦CO2分離膜の作製 工学研究院 劉　　一達 三浦　佳子
◦アルミニウム合金の組織観察 工学研究院 藤原　比呂 戸田　裕之
◦Al-Zn-Mg合金中の破面上の粒子観察 工学研究院 清水　一行 戸田　裕之
◦Al合金内の粒子のEDX測定 工学研究院 平山　恭介 戸田　裕之
◦Al-Zn-Mg合金の金属間化合物粒子分散による水素脆化抑制
 工学研究院 小川　諒太 戸田　裕之
◦コラーゲンフィルムの表面観察 工学研究院 佐々木沙織 工藤　　奨
◦セリア砥粒を用いたガラス基板研磨 工学研究院 若松　海斗 黒河　周平
◦ナノ粒子チップを用いた多分散ナノ粒子の高精度粒度分布計測に関する研究
 工学研究院 朱　　家慶 林　　照剛
◦Si上SiC成長 工学研究院 村本　泰啓 加藤　喜峰
◦窒化ホウ素の結晶形態に関する研究 工学研究院 津田耕太郎 宮原　広郁
◦レーザー照射による金属材料の急速溶解・凝固における組織形成過程のその場観察
 工学研究院 末丸　直也 宮原　広郁
◦MgO粉末試料の観察 工学研究院 MA ZHIDA 金子　賢治
◦エキシマアニーリング システム情報科学研究院 鳥山　誠也 池上　　浩
◦Poly-Siの研究 システム情報科学研究院 濵野　史暢 池上　　浩
◦フォトニック結晶を用いた匂いセンサの高感度化
 システム情報科学研究院 木村　大樹 小野寺　武
◦TEOSプラズマによるSiO2膜の膜質測定
 システム情報科学研究院　　阿部　滉平、佐々木勇輔　　渡邊公一郎
◦Au/AgNPs 基板を観察 システム情報科学研究院 郭　　　昊 林　　健司
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◦金ナノ粒子の観察 システム情報科学研究院 清水　晶太 林　　健司
◦AuNPs 形状観察 システム情報科学研究院 陳　　　斌 林　　健司
◦SERS基板の作成 システム情報科学研究院 陳　　　林 林　　健司
◦長期間加熱されたLi2TiO3ペブルからの核変換生成トリチウム放出挙動
 総合理工学研究院 一本杉旭人 片山　一成
◦金サブミクロン粒子のレーザー加熱を利用した疑似的酸化亜鉛SMPの作製
 先導物質化学研究所 辻　　剛志 菊池　裕嗣
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の観察 農学研究院
 高山　剛、山口　夏鈴、黒柳　遥風、石田紘一朗、辻　翼、辻田裕太郎、田川　聡美　　近藤　哲男
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院　　田中　佑奈、福田　直弥　　北岡　卓也
◦結晶性高分子材料の結晶構造解析 水素材料先端科学研究センター  葛西　昌弘
◦ライフサイエンス材料の開発 グローバルイノベーションセンター  小野　文靖

１９．低真空分析走査電子顕微鏡（SU6600） （伊都地区）
◦金属材料のEBSDによる粒界分析 工学研究院 工藤　昌輝 松村　　晶
◦スラリーの乾燥により得られる多孔質膜構造の形成過程に関する研究
 工学研究院　　上野陸太朗、弘中　秀至　　深井　　潤
◦Al合金のEBSD測定 工学研究院 平山　恭介 戸田　裕之
◦Al-Zn-Mg合金の金属間化合物粒子による水素脆化抑制 工学研究院 小川　諒太 戸田　裕之
◦ELID研削とP-CVMを組み合わせたCVD多結晶SiCの平坦化加工
 工学研究院 大高下修平 黒河　周平
◦ECCI法を用いた引張荷重負荷下の塑性変形挙動の直接観察
 工学研究院 中藤敬一朗 津﨑　兼彰
◦Ni基合金の炭化物観察 工学研究院 小出　啓輔 品川　一成
◦WC-CoのEDX分析 工学研究院 Ali Nasser A. Hassan 品川　一成
◦アルミ合金の元素分析 工学研究院 関　　智仁 品川　一成
◦Hydrogen-assisted crack initiation and propagation in a TWIP steel

 工学研究院 Abbas Mohammadi 野口　博司
◦Microstructure and plastic deformation observation in Mg Alloy tensile test specimens fabricated by selective laser melting (SLM)

 工学研究院 BRYAN PROAÑO 野口　博司
◦Threshold of mixed-mode fatigue crack propagation 工学研究院 CHEN BOWEN 野口　博司
◦Roles of Hydrogen and Plastic Strain Distribution on Delayed Crack Propagation in Single-crystalline Fe-Si Alloy

 工学研究院　　HUYNH THANH THUONG　　野口　博司
◦Surface analysis of PH steel 工学研究院　　Virendra Kumar Verma　　野口　博司
◦常識を破る鉄鋼材料の疲労特性：疲労き裂研究の新機軸
 工学研究院　　岸田　浩平、鈴木　　魁　　野口　博司
◦EBSDを用いた破面解析 工学研究院 甲斐田健人 野口　博司
◦Mode II 疲労き裂に関する研究 工学研究院　　荒木　大和、大川　雄大　　野口　博司
◦パンチ穴材のひずみ分布 工学研究院 張　　珂謹 野口　博司
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◦18%Ni鋼の損傷蓄積モード 工学研究院 任　　鵬旭 野口　博司
◦酸化チタン薄膜の断面観察 工学研究院 ZHU HUAN 加藤　喜峰
◦溶接材のEBSD観察 工学研究院 MA ZHIDA 金子　賢治
◦レーザー照射による金属材料の急速溶解・凝固における組織形成過程のその場観察
 工学研究院 末丸　直也 宮原　広郁
◦窒化ホウ素の結晶形態に関する研究 工学研究院 津田耕太郎 宮原　広郁
◦難燃性マグネシウム合金の3Dプリンタ製品中における大型欠陥
 工学研究院 三浦　海斗 宮原　広郁
◦凝固形態に及ぼす直流電流の影響 工学研究院 都外川由汰 宮原　広郁
◦実験後試料の断面観察 工学研究院 岡本　光尊 国友　和也
◦EDXを用いた鋼中のC定性分析 工学研究院 瀬戸　大貴 国友　和也
◦電析物の微細構造観察 工学研究院 内田　啓太 大上　　悟
◦MIM製64Tiの三次元気孔配置と疲労特性の関係の解析 工学研究院 安東　壱進 尾﨑由紀子
◦Fe-Cr焼結体の浸炭ガス種における機械的特性への影響 工学研究院 山田　　宰 尾﨑由紀子
◦Fe-Cu系焼結体の表面観察 工学研究院 重田　雄二 尾﨑由紀子
◦γ-ステンレスの断面観察 工学研究院 清水　悠佑 尾﨑由紀子
◦焼結体の延性破壊 工学研究院 中村　公二 尾﨑由紀子
◦アセチレン浸炭におけるFe-Cr系焼結材料の耐磨耗性機構の解析
 工学研究院 鈴政　隆広 尾﨑由紀子
◦Quartz textures and their relationship to gold and silver mineralization at Taio, Kyushu, Japan

 工学研究院 國分　崚太 渡邊公一郎
◦Occurrence of Ore Minerals and Fluid Inclusion Study at the Masara Gold Deposit, Southeastern Mindanao, Philippines

 工学研究院 國分　崚太 渡邊公一郎
◦Quartz Textures and their Relationship to Gold and Silver Mineralization at the Taio Deposit, Northern Kyushu, Japan

 工学研究院 Udri Marc Henrik 渡邊公一郎
◦Quasi-solid electrolytes for DSSCs システム情報科学研究院　　Lesley Chawara mbwa　　白谷　正治
◦CNT-SnO2複合ガスセンサの表面観察 システム情報科学研究院 河野　雅紀 末廣　純也
◦カーボンナノチューブ及び二酸化スズの観察・分析
 システム情報科学研究院 小田　剛士 末廣　純也
◦CNTを用いたガスセンサの作製 システム情報科学研究院 行部　晃生 末廣　純也
◦CNT-FETガスセンサ システム情報科学研究院　　中原　正太、森田　貴大　　末廣　純也
◦Metal sulfide as anode material for sodium-ion battery 先導物質化学研究所 Hao Zhiqiang 岡田　重人
◦環境粒子の分析 理学研究院　　高見　　龍、諸岡　和也、栗原英太郎　　宇都宮　聡
◦化学反応との複合化による革新的エネルギー創生 鉄鋼リサーチセンター　　戸髙　昌俊　　齋間　　等
◦鉄系ファインバブル法触媒による炭酸ガスのメタン化窒素吸着率向上
 鉄鋼リサーチセンター　　蘇　　　兵、甲斐　聖哉　　齋間　　等

２０．全自動水平型多目的 X 線回折装置（SmartLab） （伊都地区）
◦合金およびセラミックスの照射効果 工学研究院 SEO Pooreun 安田　和弘
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◦YドープZrO2の結晶構造解析 工学研究院  安田　和弘
◦ガラス固化体の表面変質層分析 工学研究院 嘉藤　良介 稲垣八穂広
◦吸着材の開発 工学研究院 岡部　弘高 原　　一広
◦CeO2, Gd2O3の構造解析 工学研究院 ﾌｧﾑ ｳﾞｧﾝ ﾏｵ 出光　一哉
◦ZrSiO4, CeO2-ZrO2-SiO4の構造分析 工学研究院 福島　七瀬 出光　一哉
◦Segregation-induced bio-inert interface using poly(2-ethyl-2-oxazoline)

 工学研究院 Hong Jinhyeok 田中　敬二
◦エポキシ樹脂の力学特性 工学研究院 伊田　怜也 田中　敬二
◦ポリエステル薄膜に関する研究 工学研究院 阿部　建樹 田中　敬二
◦界面吸着層と接着強度の関係 工学研究院 中山　峰花 田中　敬二
◦固体界面吸着鎖の凝集状態 工学研究院 斎藤　大輝 田中　敬二
◦高分子ナノファイバーに関する研究 工学研究院 藤井　美里 田中　敬二
◦高分子界面における凝集状態 工学研究院 笹原　一輝 田中　敬二
◦高分子吸着層の凝集状態に関する研究 工学研究院 種子田英伸 田中　敬二
◦高分子薄膜の凝集構造に関する研究 工学研究院 川畑　建人 田中　敬二
◦生体物質付着防止機能材料に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
◦Development of Drug Delivery System in Ionic Liquids 工学研究院 Rahman Md Moshikur 後藤　雅宏
◦生体適合性イオン液体の合成 工学研究院 Rahman Md Moshikur 後藤　雅宏
◦p型半導体を利用した新型プラズモン誘起電荷分離︵PICS︶による全固体光電変換デバイスの開発
 工学研究院 村山　太郎 高橋　幸奈
◦Analysis of electrode structure 工学研究院 NOH TAEHYOUNG 井上　　元
◦Synthesis of Core-Shell Structure Material for ASSB by Induction Thermal Plasma

 工学研究院 Min Byeong-Il 渡邉　隆行
◦Synthesis of Lithium Garnet Solid Electrolyte Material for ASSB by Induction Thermal Plasma

 工学研究院 Min Byeong-Il 渡邉　隆行
◦回転型連続反応炉による月土壌の水素還元 工学研究院 熊井　絵理 渡邉　隆行
◦熱プラズマを用いたナノ粒子合成
 工学研究院　　杜　　翔宇、野中　　侃、田上　優太　　渡邉　隆行
◦アルミニウム合金表面の腐食生成物の評価 工学研究院 藤原　比呂 戸田　裕之
◦植物の根を利用したガラス微小流路の開発 工学研究院 工藤健太郎 津守不二夫
◦鉄鋼材料の相分率測定 工学研究院 尾家　一志 津﨑　兼彰
◦アルミ合金の相同定 工学研究院 工藤健太郎 品川　一成
◦水熱合成法による(Hf,Zr)O2ナノ粒子の作製 工学研究院 藤元このみ 佐藤　幸生
◦水熱合成法によるHf0.5Zr0.5Oナノ粒子の作製 工学研究院 渕上　佳史 佐藤　幸生
◦CaO-SrO-SiO2-CaF2系モールドフラックスの粘性および結晶化挙動同時評価
 工学研究院 小西　敬介 中島　邦彦
◦P2O5を含む製鋼スラグの粘性および結晶化挙動評価 工学研究院 三家　明莉 中島　邦彦
◦アルミめっき観察、溶射試験体観察 工学研究院 高　　　揚 貝沼　重信
◦鋼材の相違が腐食表面性状に及ぼす影響とその空間統計シミュレーション
 工学研究院 宮崎　泰樹 貝沼　重信
◦大気環境における球状黒鉛鋳鉄の腐食挙動に関する研究 工学研究院 岡田　紗季 貝沼　重信
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◦腐食生成物の観察 工学研究院
 高　揚、YANG HAOXUAN、岡田　紗季、樋口　亮、趙　茂伶、飯尾　翔磨、王　啓迪　　貝沼　重信
◦暴露試験体錆分析 工学研究院 ZHUANG Shusen 貝沼　重信
◦大型脱水固化処理土の環境安全性に関する検討 工学研究院 髙田　義人 古川全太郎
◦Hydrothermal Alteration Mapping using ASTER Image of Arta, Geothermal Area of Djibouti

 工学研究院　　Samatar Abdi Mohamed　　分山　達也
◦Niの2θ-ωスキャン システム情報科学研究院 成重　椋太 板垣　奈穂
◦Composition analysis of a:CH film システム情報科学研究院 松尾　綾香 白谷　正治
◦磁性体薄膜の構造解析 システム情報科学研究院 栗原　幸佑 松山　公秀
◦FeRh、FeSi、YIGの結晶構造解析 システム情報科学研究院 山内　友喜 湯浅　裕美
◦FeRh合金の結晶構造解析 システム情報科学研究院 李　　厚霖 湯浅　裕美
◦FeSiの構造解析 システム情報科学研究院 濱田　勇樹 湯浅　裕美
◦PtとPt-Ru、Pt-Cu、Pt-Cu-Ru合金の結晶構造解析
 システム情報科学研究院 李　　厚霖 湯浅　裕美
◦酸化鉄ナノ粒子薄膜の構造解析 システム情報科学研究院 黒川雄一郎 湯浅　裕美
◦バイオナノファイバーの結晶構造解析 農学研究院 鴨川　正人 近藤　哲男
◦バイオナノファイバーの結晶構造観察 農学研究院 神田　敦史 巽　　大輔
◦青果物のエディブルコーティング 農学研究院 朱　　兪璟 田中　史彦
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現
 農学研究院　　原田　容子、Naliharifetra Jessica Ranaivoarimanana、畠山真由美　　北岡　卓也
◦結晶性高分子材料の結晶構造解析 水素材料先端科学研究センター  葛西　昌弘
◦刺激応答性発光材料の粉末Ｘ線構造解析
 稲盛フロンティア研究センター ヤン　ミンラン 安田　琢麿
◦有機半導体結晶性薄膜の構造解析 稲盛フロンティア研究センター 森　　達哉 安田　琢麿

２１．デスクトップＸ線回折装置（MiniFlex600-C） （伊都地区）
◦Pd結晶の構造解析 工学研究院  吉岡　　聰
◦イットリウム安定化ジルコニアのX線回折測定 工学研究院  吉岡　　聰
◦CeO2_MAO1.5(MA=Nd,Sm,Eu,Dy)の構造解析 工学研究院 ファム ヴァン マオ 出光　一哉
◦電気Znめっき鋼板のZnとFeの結晶方位関係に及ぼす鋼板表面性状の影響
 工学研究院 今谷　祐貴 大上　　悟
◦アルカリジンケート浴におけるZn-Ni合金の電析挙動と微細構造
 工学研究院 村上　　亘 大上　　悟
◦電析物の微細構造観察 工学研究院 村上　　亘 大上　　悟
◦中Mn鋼の残留オーステナイト量に及ぼす冷却速度の影響
 工学研究院　　周　　裕雄、増村　拓朗　　土山　聡宏
◦火山性堆積物を利用した建設材料の開発に関する基礎的研究
 工学研究院　　松本　裕貴、福永　隆之　　濵田　秀則
◦建設材料の維持管理に関する基礎的研究 工学研究院 川上　　隆 濵田　秀則
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◦レーザーアブレーションによるZnOナノ結晶の作製
 システム情報科学研究院 東畠　三洋 中村　大輔
◦Fe酸化物、Mn酸化物の同定 理学研究院 横尾　浩輝 宇都宮　聡
◦鉱物の同定 理学研究院 沖　　拓海 宇都宮　聡
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の観察
 農学研究院　　高濱　　良、辻田裕太郎　　近藤　哲男
◦バイオナノファイバーの結晶構造解析 農学研究院　　鴨川　正人、辻　　　翼　　近藤　哲男

２２．走査型プローブ顕微鏡（DimensionIcon） （伊都地区）
◦ナノ粒子デコレーションによる膨張コールター・カウンター法の開発
 工学研究院 鬼塚　侑平 加地　範匡
◦フェムト秒レーザによる膜付き導電体への光励起加工に関する研究
 工学研究院 廣津　佑紀 林　　照剛
◦(ZnO)x(AlN)1-x、AlN、ZnAlONの表面観察 システム情報科学研究院 浦川　聖市 板垣　奈穂
◦ZnO薄膜の表面測定 システム情報科学研究院 菊地　雅之 板垣　奈穂
◦新規半導体材料「(ZnO)x(InN)1-x」(ZION)を用いた新型エキシントントランジスタの室温動作実証
 システム情報科学研究院 金島健太郎 板垣　奈穂
◦ITOの表面観察 システム情報科学研究院 御堂　雄大 板垣　奈穂
◦Zn1-xMgxOの表面観察 システム情報科学研究院 高橋　大智 板垣　奈穂
◦スパッタエピタキシー法による(ZnO)X(InN)1-X膜の作製：高温バッファー層の効果
 システム情報科学研究院 寺澤　　寛 板垣　奈穂
◦ZnONバッファー層及びZnOの表面観察 システム情報科学研究院 松本　翔剛 板垣　奈穂
◦ZnO膜およびZION膜の表面観察 システム情報科学研究院 松本　翔剛 板垣　奈穂
◦ZnInONの表面モフォロジー観察 システム情報科学研究院 成重　椋太 板垣　奈穂
◦ITO薄膜の表面測定 システム情報科学研究院 村岡宗一郎 板垣　奈穂
◦ZnONバッファー層の表面観察 システム情報科学研究院 中村　優太 板垣　奈穂
◦低誘電率ナノポーラス膜の研究 システム情報科学研究院 岡次　　徹 池上　　浩
◦PLD法による低誘電率ナノポーラスSiO2膜の形成
 システム情報科学研究院 宮野　亮太 池上　　浩
◦Siへのドーピング システム情報科学研究院 濵野　史暢 池上　　浩
◦Quasi-solid electrolytes for DSSCs システム情報科学研究院 Lesley Chawarambwa 白谷　正治
◦SiO2膜、SiN膜の膜質測定 システム情報科学研究院 阿部　滉平 白谷　正治
◦TEOSプラズマによるSiO2膜の膜質測定
 システム情報科学研究院　　阿部　滉平、吉田　知晃　　白谷　正治
◦Composition analysis of a:CH film システム情報科学研究院　　黄　　成和、松尾　綾香　　白谷　正治
◦TVWsプラズマによる DLC 膜の膜質測定 システム情報科学研究院 岩本　亮介 白谷　正治
◦高光安定な水素化アモルファスシリコン太陽電池の作製
 システム情報科学研究院 原　　尚志 白谷　正治
◦SiO2膜の膜質測定 システム情報科学研究院 山本　晃大 白谷　正治
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◦自己スパッタによるLNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 渡辺　　要 浅野　種正
◦CNT-FETガスセンサ システム情報科学研究院 稲葉　優文 末廣　純也
◦二次壁三次元マトリックス構造を模倣したリグノセルロースフィルムの創製
 農学研究院 川口なつみ 堤　　祐司
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院　　野田　朋佳、福田　直弥　　北岡　卓也
◦先端エレクトロニクス材料研究 稲盛フロンティア研究センター 小路口由佳 安田　琢麿
◦有機半導体薄膜の構造解析 稲盛フロンティア研究センター 森　　達哉 安田　琢麿
◦結晶性高分子材料の結晶構造解析 水素材料先端科学研究センター  葛西　昌弘

２３．エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置（EDX-7000） （伊都地区）
◦ゼオライトガラスの物性評価 工学研究院 河村　拓哉 稲垣八穂広
◦豊富なベースメタルを表面担持した可視光応答型B12-チタニアハイブリッド触媒の作製
 工学研究院 七條　慶太 嶌越　　恒
◦光Duet反応への応用に向けた可視光駆動型ハイブリッド触媒の創製
 工学研究院 七條　慶太 嶌越　　恒
◦Al合金内の粒子のEDX測定 工学研究院 平山　恭介 戸田　裕之
◦携帯用カセットボンベ燃料電池用プレート型改質器の開発
 工学研究院 Hendrik Setiawan 白鳥　祐介
◦大型脱水固化処理土の環境安全性に関する検討 工学研究院 髙田　義人 古川全太郎
◦Hydrothermal Alteration Mapping using ASTER Image of Arta, Geothermal Area of Djibouti

 工学研究院　　Samatar Abdi Mohamed　　分山　達也
◦次世代半導体リソグラフィー用極端紫外光源のスズデブリ除去過程に関する研究
 総合理工学研究院 JI　MENGRAN 内野喜一郎
◦鉄鉱石および派生物の金属組成分析 先導物質化学研究所 工藤　真二 林　潤一郎
◦Fe系複合触媒を利用したCNF合成 先導物質化学研究所 鮎川　　翔 尹　　聖昊
◦スラリオイルを用いた高収率バインダーピッチの開発
 先導物質化学研究所 Cao Shuo 尹　　聖昊
◦活性炭を用いた軽油中硫黄・金属化合物の吸着除去
 先導物質化学研究所 酒井　　遼 尹　　聖昊
◦人造黒鉛用石油系バインダーピッチの調製および性能改善
 先導物質化学研究所 酒井　　遼 尹　　聖昊
◦石油の水素化脱硫処理に用いる触媒の作製 先導物質化学研究所 真塩　昂志 尹　　聖昊
◦Magnetic Materials for Polarization Control 先導物質化学研究所 SadhuKhan Pritam 佐藤　　治
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院 福田　直弥 北岡　卓也
◦熱水性沈殿物の定量分析 理学研究院  石橋純一郎
◦Pt/CeO系CO酸化触媒における塩素被毒低減
 稲盛フロンティア研究センター 内山　雄貴 山崎　仁丈
◦歴史的建造物のレンガの元素分析 芸術工学研究院  土屋　　潤
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２４．X 線分析顕微鏡（XGT-5000） （伊都地区）
◦電析物の微細構造観察 工学研究院  大上　　悟

２５．高分解能 3 次元 X 線 CT システム（SKYSCAN1172） （伊都地区）
◦圧密ベントナイトの構造解析 工学研究院 中﨑　友哉 出光　一哉
◦Analysis of electrode structure 工学研究院 NOH TAEHYOUNG 井上　　元
◦実験後試料の断面観察 工学研究院　　野田　数馬、江口　大雅　　国友　和也
◦マグネシアレンガの圧縮応力亀裂の観察 工学研究院 安東　壱進 尾﨑由紀子
◦ジオポリマーコンクリートの基礎的研究 工学研究院 香島　和輝 濵田　秀則
◦伊豆諸島を中心としたクワガタムシ科の飛翔筋に関する比較研究
 比較社会文化研究院 竹原　　周 舘　　卓司
◦Blondeliini腹部の観察 比較社会文化研究院 黄　　悠然 舘　　卓司
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の観察 農学研究院 鴨川　正人 近藤　哲男
◦食用昆虫の乾燥特性調査 農学研究院 田中　良奈 田中　史彦
◦カマキリ筋肉系の三次元構造の観察 理学研究院 桑鶴　真啓 山脇　兆史
◦ガラスセラミック材料の構造分析 グローバルイノベーションセンター 原頭　京壱 藤野　　茂
◦Life-history evolution of social insect symbiont 総合研究博物館 Wei-Ren Liang 丸山　宗利

２６．熱分析装置（EXSTAR7000） （伊都地区）
◦DNA固体膜に関する研究 工学研究院 柿内　彩花 田中　敬二
◦ポリエステルの熱物性測定 工学研究院 阿部　建樹 田中　敬二
◦固体界面におけるエポキシ樹脂の空間不均一性 工学研究院 古後　拓朗 田中　敬二
◦高分子ナノファイバーに関する研究 工学研究院 藤井　美里 田中　敬二
◦高分子表面の機能化に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
◦生分解性高分子材料に関する研究 工学研究院 田村　隼太 田中　敬二
◦分子界面制御に基づく革新的接着技術の構築に関する研究
 工学研究院　　盛満　裕真、青木　美佳　　田中　敬二
◦Na全EDLCにむけたNZP-C複合電極の作製 工学研究院 片岡菜々子 林　　克郎
◦層状ペロブスカイト酸化物のフッ化物イオンドープ 工学研究院 石渕　圭祐 林　　克郎
◦固体発光材料の開発
 工学研究院　　山中　優里、伊原めぐみ、木村　一貴　　久枝　良雄
◦Development of biocompatible ionic liquid as food preservatives 工学研究院 Islam Md Shimul 後藤　雅宏
◦Development of biocompatible ionic liquid based drug delivery system

 工学研究院　　RAHMAN MD MOSHIKUR　　後藤　雅宏
◦Lipid-lipid base Novel Ionic liquid applicable for Drug Delivery System

 工学研究院 SHIHAB UDDIN 後藤　雅宏
◦Polymer inclusion membranes for metals recovery from spent automotive

 工学研究院 Adroit TN Fajar 後藤　雅宏
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◦Thermal stability of protein in ionic liquids-solution 工学研究院　　Md Raihan Chowdhury　　後藤　雅宏
◦環境調和型の新規分離媒体によるレアメタルの分離・回収 工学研究院 花田　隆文 後藤　雅宏
◦逆ミセル法を用いた経皮がんワクチンの開発 工学研究院 小坂　秀斗 後藤　雅宏
◦経皮ワクチンの開発 工学研究院 外山　香凛 後藤　雅宏
◦生体適合性イオン液体の合成 工学研究院　　RAHMAN MD MOSHIKUR　　後藤　雅宏
◦膜の評価 工学研究院　　堀井　涼雅、田代　　浩　　三浦　佳子
◦結晶性熱可塑CFRPの成形温度履歴が界面力学特性に与える影響
 工学研究院 藤山　誠也 宇田　暢秀
◦熱可塑性樹脂CFRPの力学特性に与える成形冷却速度の影響に関する研究
 工学研究院 有廣　大成 宇田　暢秀
◦水熱合成法による(Hf,Zr)O2ナノ粒子の作製 工学研究院 藤元このみ 佐藤　幸生
◦電析物の微細構造観察 工学研究院  大上　　悟
◦Fe系ナノヘテロ金属ガラスのβ緩和観察 工学研究院 糸山　森羅 尾﨑由紀子
◦Zr系金属ガラス粉末の熱誘起β緩和の観察 工学研究院 楠　涼太郎 尾﨑由紀子
◦金属ガラス粉末のβ緩和の観察 工学研究院 重田　雄二 尾﨑由紀子
◦エポキシ樹脂劣化 工学研究院 謝　　嘉靖 貝沼　重信
◦接着剤XL800の養成条件について検討 工学研究院 Liu Weijie 貝沼　重信
◦新混和材に関する基礎的研究 工学研究院 鹿田　陽斗 濵田　秀則
◦革新的硬組織再生・再建システム創製 歯学研究院 島袋　将弥 石川　邦夫
◦Magnetic Materials for Polarization Control 先導物質化学研究所 SadhuKhan Pritam 佐藤　　治
◦ナフタレンジイミドの光メカニカル効果 先導物質化学研究所  五島　健太
◦Reaction temperature observation of Gd2SiO5 and YSZ with CMAS

 総合理工学研究院 KIM SEUNGHYEON 張　　炳國
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の熱分析 農学研究院
 山口　夏鈴、掲　恬娟、石田紘一朗、辻　翼、辻田裕太郎、鴨川　正人　　近藤　哲男
◦セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院　　田中　佑奈、福田　直弥　　北岡　卓也
◦青果物のエディブルコーティング 農学研究院　　Passakorn Kingwascharapong　　田中　史彦
◦機能性乳化剤を使用したエマルションの安定性 農学研究院 後藤　太郎 井倉　則之
◦金-NHC錯体の還元・分解温度の測定 理学研究院  村山　美乃
◦機能性スピンクロスオーバー金属錯体開発 理学研究院 柳澤　純一 大場　正昭
◦分子包接体における束縛分子と骨格の物性の動的な連動と機構解明
 理学研究院 芳野　　遼 大場　正昭
◦ピリジニウム系カチオンを用いた発光性イオン性化合物の合成と物性
 理学研究院 許　　嘉能 大谷　　亮
◦発光性ニトリドテトラシアノレニウム錯体を用いたイオン液体の合成と物性
 理学研究院 許　　嘉能 大谷　　亮
◦錯体分子集積による極性化合物の合成と機能開発 理学研究院 柳澤　純一 大谷　　亮
◦混合脂質膜の温度相挙動に関する研究 理学研究院  木下　祥尚
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２７．顕微レーザーラマン分光装置（ARAMIS） （伊都地区）
◦ガラス固化体の表面変質層分析 工学研究院 嘉藤　良介 稲垣八穂広
◦CeO2_GdO1.5、CeO2_LnO1.5の構造解析 工学研究院 ﾌｧﾑ ｳﾞｧﾝ ﾏｵ 出光　一哉
◦ナノ粒子デコレーションによる膨張コールター・カウンター法の開発
 工学研究院　　三浦　夏琳、内藤　豊裕　　加地　範匡
◦層状ペロブスカイトへの異原子価イオンドーピング 工学研究院 岸本　和久 林　　克郎
◦Na系全固体EDLCにむけた固体電解質-炭素複合電極の作製 工学研究院 片岡菜々子 林　　克郎
◦擬Ruddleselen-Popper型Li2Ca1-xSrxTa2O7の誘電特性 工学研究院 北角　将晃 林　　克郎
◦層状ペロブスカイトRbNdNh2O7の構造相転移挙動の解明 工学研究院 石渕　圭祐 林　　克郎
◦熱プラズマを用いたナノ粒子合成
 工学研究院　　杜　翔宇、張　暁宇、Wang Yiran　　渡邉　隆行
◦携帯用カセットボンベ燃料電池用プレート型改質器の開発 工学研究院 Hendrik Setiawan 白鳥　祐介
◦鋼材腐食部微視的分析 工学研究院 謝　　嘉靖 貝沼　重信
◦腐食生成物の観察 工学研究院　　岡田　紗季、井上　　凌、王　　啓迪　　貝沼　重信
◦Evaluating the Structural Parameters of Asphaltenes 工学研究院  NGUELE RONALD

◦パルスレーザー蒸着法によるGeSn粒子の形成 工学研究院 中島　哲平 池上　　浩
◦環境粒子の分析 理学研究院 諸岡　和也 宇都宮　聡
◦応力発光材料、ベイポクロミズム錯体のラマン測定 理学研究院 田中　孝記 恩田　　健
◦発光性分子の基底状態構造の推定 理学研究院 江原　　巧 恩田　　健
◦有機発光材料の基底状態構造の推定 理学研究院　　片山まどか、笠　　僚宏　　恩田　　健
◦有機発光材料の構造ダイナミクス解明 理学研究院 西郷　将生 恩田　　健
◦Hofmann 型多孔性配位高分子を用いたハロゲン間化合物吸着体の磁気挙動
 理学研究院 桁山　雅旭 大場　正昭
◦ソフトクリスタル材料の機能解明、室温りん光有機材料のラマン測定
 理学研究院  宮田　潔志
◦バイオナノファイバーおよびその複合体の組成分析 農学研究院 辻　　　翼 近藤　哲男
◦カーボンナノチューブのキラル分割
 カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 西田　　仁 中嶋　直敏

２８．3D 測定レーザー顕微鏡（OLS4500） （伊都地区）
◦狭隘流路における流動特性に関する研究 工学研究院 後藤　和也 劉　　　維
◦細胞変形能測定における界面相互作用の評価 工学研究院 野中　宏輔 加地　範匡
◦高分子薄膜の凝集構造に関する研究 工学研究院 川畑　建人 田中　敬二
◦複合体の機能に及ぼす界面層構造に関する研究 工学研究院 柳澤　　慧 田中　敬二
◦CO2分離膜の作製 工学研究院 劉　　一達 三浦　佳子
◦スラリーの乾燥により得られる多孔質膜構造の形成過程に関する研究
 工学研究院　　上野陸太朗、弘中　秀至　　深井　　潤
◦遮水シートの耐久性評価 工学研究院 土屋　海渡 島岡　隆行



― 44 ― ― 45 ― 

◦円錐ころ軸受の軸方向荷重評価手法の実用化検討 工学研究院 亀田健太朗 井上　卓見
◦門型焼結体の測定 工学研究院 村川　大樹 品川　一成
◦基材表面微小凹凸構造によって誘起される細胞の軟領域指向性運動メカニズムの解明
 工学研究院 江口　慶太 佐々木沙織
◦肺リモデリングメカニズムの解明に向けた気道末梢部位の力学環境と細胞力学応答解析
 学研究院　　藤田　芳孝、佐々木沙織　　世良　俊博
◦素地調整粗さ分析 工学研究院　　MUYE YANG、謝　　嘉靖　　貝沼　重信
◦鋼素地表面の粗さ測定 工学研究院 キム　アラン 貝沼　重信
◦塗膜傷シミュレーション 工学研究院 井上　　凌 貝沼　重信
◦AWJ鋼材分析 工学研究院　　パク　サンホン、王　　啓迪　　貝沼　重信
◦隕石有機物の高質量分解能・高精度イメージング質量分析 理学研究院 仙石　大洋 奈良岡　浩
◦地球外有機物の空間分布の解明 惑星微量有機化合物研究センター  橋口未奈子
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装置を利用した研究成果（2020 年）
超伝導核磁気共鳴吸収装置
1.  H. Okabe, B. A. Omondi, A. Mufundirwa, Y. Hidaka, K. Hara, Study on the influence of inductive groups on the 

performance of carboxylate-based hydrogel polymer network Nguyen Sura, Polymer Testing Vol.80, 106117, 2019.12

2.  R. Yamamoto, Y. Minami, J. K.-H. Hui, M. Morikawa, N. Kimizuka, Enhanced Electric Polarization and Polar 

Switching of Dipolar Aromatic Liquids Confined in Supramolecular Gel Networks, J. Am. Chem. Soc., 142, 3, 1424-

1432. 2020

3.  R. Yamamoto, S. Fujikawa, N. Kimizuka, Polar Switching of Dipolar Molecules Confined in Submicron- and Micron-

sized Pores in Polymer Films, Chem. Lett., 49, 255-259. 2020

4.  R. Yamamoto, N. Kimizuka, Polar Switching of Dipolar Molecules Induced by Solid Dispersion-to-organogel Phase 

Transition, Chem. Lett., 49, 267-271. 2020

5.  B. Joarder, A. Mallick, Y. Sasaki, M. Kinoshita, R. Haruki, Y. Kawashima, N. Yanai, N. Kimizuka, Near-Infrared-

to-Visible Photon Upconversion by Introducing an S-T Absorption Sensitizer into a Metal-Organic Framework, 

ChemNanoMat., 6, 916-919. 2020

6.  Y. Kawashima, H. Kouno, K. Orihashi, K. Nishimura, N. Yanai, N. Kimizuka, Visible-to-UV photon upconversion in 

air-saturated water by multicomponent co-assembly, Mol. Syst. Des. Eng., 5, 792-796. 2020

7.  N. Yanai and N. Kimizuka, Stimuli-Responsive Molecular Photon Upconversion, Angew. Chem. Int. Ed., 59, 10252-

10264. 2020

8.  H. Kouno, K. Orihashi K. Nishimura, Y. Kawashima, K. Tateishi, T. Uesaka, N. Kimizuka, N. Yanai, Triplet dynamic 

nuclear polarization of crystalline ice using water-soluble polarizing agents, Chem. Commun. 56, 3717-3720. 2020

9.  M. Morikawa, H. Yang, K. Ishiba, K. Masutani, J. K.-H. Hui, N. Kimizuka, A Liquid Arylazopyrazole Derivative as 

Molecular Solar Thermal Fuel with Long-term Thermal Stability, Chem. Lett., 49, 736-740. 2020

10.  K. Shimizu, S. Hisamitsu, N. Yanai, N. Kimizuka, J. N. C. Lopes, Photon Upconversion in TTA-Inducing Ionic 

Liquids: Pinpointing the Role of IL Nanostructured Media Using MD Simulations, J. Phys. Chem. B., 124, 3137-3144. 

2020

11.  K. Nishimura, H. Kouno, Y. Kawashima, K. Orihashi, S. Fujiwara, K. Tateishi, T. Uesaka, N. Kimizuka, N. Yanai, 

Materials chemistry of triplet dynamic nuclear polarization, Chem. Commun, 56, 7217-7232. 2020

12.  H. Inoue, Y. Liang, T. Yamada, N. Kimizuka, Enhanced Seebeck coefficients of thermocells by heat-induced deposition 

of I3–/hydrophobized α -cyclodextrin complexes on electrodes, Chem. Commun., 56, 7013-7016. 2020

13.  R. Haruki, Y. Sasaki, K. Masutani, N. Yanai, N. Kimizuka, Leaping across the visible range: near-infrared-to-violet 

photon upconversion employing a silyl-substituted anthracene, Chem. Commun, 56, 7017-7020. 2020

14.  R. Iwami, T. Yamada, N. Kimizuka, Increased Seebeck Coefficient of [Fe(CN)6]
4–/3– Thermocell Based on the Selective 

Electrostatic Interactions with Cationic Micelles, Chem. Lett., 49, 1197-1200. 2020

15.  J. Zhang, H. Kouno, N. Yanai, D. Eguchi, T. Nakagawa, N. Kimizuka, T. Teranishi, M. Sakamoto, Number of Surface-

Attached Acceptors on a Quantum Dot Impacts Energy Transfer and Photon Upconversion Efficiencies, ACS Photonics, 7, 

1876-1884. 2020

16.  M. Kinoshita, Y. Sasaki, S. Amemori, N. Harada, Z. Hu, Z. Liu, L. K. Ono, Y. Qi, N. Yanai, N. Kimizuka, Photon 

Upconverting Solid Films with Improved Efficiency for Endowing Perovskite Solar Cells with Near-Infrared Sensitivity, 

ChemPhotoChem., in press 2020

17.  M. Kunitake, R. Tanoue, R. Higuchi, S. Yoshimoto, R. Haraguchi, S. Uemura, N. Kimizuka, A. Z. Stieg, J. K. 

Gimzewski, Monomolecular covalent honeycomb nanosheets produced by surface-mediated polycondensation between 

1,3,5-triamino benzene and benzene-1,3,5-tricarbox aldehyde on Au(111), Nanoscale Adv., 2, 3202-3208. 2020

18.  N. Harada, Y. Sasaki, M. Hosoyamada, N. Kimizuka,  N. Yanai, Discovery of Key TIPS-Naphthalene for Efficient 

Visible-to-UV Photon Upconversion under Sunlight and Room Light, Angew. Chem., Int. Ed., in press 2020

19.  Y. Kage, S. Shimizu, G. Kociok-Köhn, H. Furuta, G. D. Pantos, Subphthalocyanine-Stoppered [2]Rotaxanes: Synthesis 

and Size/Energy Threshold of Slippage, Org. Lett. 22, 1096-1101. 2020
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20.  T. Yamamoto, J. A. Abraham, S. Mori, M. Toganoh, S. Shimizu, M. Ishida, H. Furuta, Tungsten(VI) Complex of 

N-Fused Porphyrin Absorbing Near-Infrared Light beyond 1000 nm, Chem. Asian. J. 15, 748-752. 2020

21.  R. Feng, N. Sato, T. Yasuda, H. Furuta, S. Shimizu, Rational Design of Pyrrolopyrrole-Aza-BODIPY-Based Acceptor-

Donor-Acceptor Triad for Organic Photovoltaics Application, Chem. Commun. 56, 2975-2978. 2020

22.  K. Shimomura, H. Kai, Y. Nakamura, Y. Hong, S. Mori, K. Miki, K. Ohe, Y. Notsuka, Y. Yamaoka, M. Ishida, D. Kim, H. 

Furuta, Bis-Metal Complexes of Doubly N-Confused Dioxohexaphyrin as Potential Near Infrared-II Photoacoustic Dyes, 

J. Am. Chem. Soc. 142, 4429-4437. 2020

23.  B. Basumatary, K. Mitsuno, M. Ishida, H. Furuta, Bis-Palladium(II) Complex of Doubly N-Confused 

Octaphyrin(1.1.1.1.1.1.1.1): Mobius Aromaticity and Chiroptical Properties, J. Porphyrins Phthalocyanines 24, 416-423. 2020

24.  A. Nishiyama, Y. Tanaka, S. Mori, H. Furuta, S. Shimizu, Oxidative Nitration Reaction of Antiaromatic 

5,15-Dioxaporphyrin, J. Porphyrins Phthalocyanines 24, 355-361. 2020

25.  T. Shimada, S. Mori, M. Ishida, H. Furuta, Regioselectively α- and β-Alkynylated BODIPY Dyes via Gold(I)-

Catalyzed Direct C-H Functionalization and Their Photophysical Properties, Beilstein J. Org. Chem. 16, 587-595. 2020

26.  Y. Wang, H. Kai, M. Ishida, S. Gokulnath, S. Mori, T. Murayama, A. Muranaka, M. Uchiyama, Y. Yasutake, S. 

Fukatsu, Y. Notsuka, Y. Yamaoka, M. Hanafusa, M. Yoshizawa, G. Kim, D. Kim, H. Furuta, Synthesis of a Black Dye 

with Absorption Capabilities Across the Visible-to-Near-Infrared Region: A MO-Mixing Approach via Heterometal 

Coordination of Expanded Porphyrinoid, J. Am. Chem. Soc. 142, 6807-6813. 2020

27.  B. Basumatary, I. Hashiguchi, S. Mori, S. Shimizu, M. Ishida, H. Furuta, Copper 1,19-Diaza-21,24-dicarbacorrole: A 

Corrole Analogue with an N-N Linkage Stabilizes a Ground-State Singlet Organocopper Species, Angew. Chem. Int. Ed. 

59, 15897-15901. 2020

28.  Y. Wang, K. Ogasahara, D. Tomihama, R. Mysliborski, M. Ishida, Y. Hong, Y. Notsuka, Y. Yamaoka, T. Murayama, 

A. Muranaka, M. Uchiyama, S. Mori, Y. Yasutake, S. Fukatsu, D. Kim, H. Furuta, Near-Infrared-III-Absorbing and 

-Emitting Dyes: Energy Gap Engineering of Expanded Porphyrinoids via Metallation, Angew. Chem. Int. Ed. 59, 16161-

16166. 2020

29.  R. Feng, N. Sato, M. Nomura, A. Saeki, H. Nakanotani, C. Adachi, T. Yasuda, H. Furuta, S. Shimizu, Near-Infrared 

Absorbing Pyrrolopyrrole Aza-BODIPY-Based Donor-Acceptor Polymers with Reasonable Photoresponse, J. Mater. 

Chem. C, 8, 8770-8776. 2020

30.  K. Yamasumi, Y. Notsuka, Y. Yamaoka, S. Mori, M. Ishida, H. Furuta, Synthesis of Helically π-Extended N-Confused 

Porphyrin Dimer via meso-Bipyrrole-Bridge with Near-Infrared-II Absorption Capability, Chem. Eur. J. 26, 13590-

13594. 2020

31.  T. Ishizuka, R. Sakashita, O. Iwanaga, T. Morimoto, S. Mori, M. Ishida, M. Toganoh, K. Takegoshi, A. Osuka, H. 

Furuta, NH Tautomerism of N-Confused Porphyrin: Solvent/Substituent Effects and Isomerization Mechanism, J. Phys. 

Chem. A, 124, 5756-5769. 2020

32.  R.M. Moshikur, C.M. Raihan, R. Wakabayashi, Y. Tahara, N. Kamiya, M. Moniruzzaman, M. Goto, Ionic liquids 

with N-methyl-2-pyrrolidonium cation as an enhancer for topical drug delivery: Synthesis, characterization and skin-

penetration evaluation, J. Mol. Liq., 299, 112166 (2020)

33.  R.M. Moshikur, C.M. Raihan, H. Fujisawa, R. Wakabayashi, M. Moniruzzaman, M. Goto, Design and characterization 

of fatty acid-based amino acid ester as a new “green” hydrophobic ionic liquid for drug delivery, ACS Sustainable Chem. 

Eng., 8, 13660-13671 (2020)

34.  Y. Tahara, K. Morita, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto, Biocompatible ionic liquid enhances transdermal antigen 

peptide delivery and preventive vaccination effect, Mol. Pharm., 17, 3845-3856 (2020)

35.  R.M. Moshikur, M. K. Ali, R. Wakabayashi, M. Moniruzzaman, M. Goto, Formation and potential application of 

micelles composed of biocompatible N-lauroyl-amino acid ionic liquids surfactant, J. Mol. Liq., 320, 114424 (2020)

36.  S. Uddin, C.M. Raihan, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Moniruzzaman, M. Goto, Lipid based biocompatible ionic 

liquids: synthesis, characterization and biocompatibility evaluation, Chem. Commun., 56, 13756-13759 (2020)

37.  B. Guo, Y. Hoshino, F. Gao, K. Hayashi, Y. Miura, N. Kimizuka, T. Yamada, Thermocells Driven by Phase Transition 

of Hydrogel Nanoparticles, Journal of the American Chemical Society, 142, 17318-17322.(2020)
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38.  R. Honda, T. Gyobu, H. Shimahara, Y. Miura, Y. Hoshino, Electrostatic Interactions Between Acid-/Base-Containing 

Polymer Nanoparticles and Proteins: Impact of Polymerization pH, ACS Applied Bio Materials, 3, 3827-3834.(2020)

39.  T. Oh, Y. Hoshino, Y. Miura, Aggregation of a double hydrophilic block glycopolymer: the effect of block polymer 

ratio, Journal of Materials Chemistry B.( doi.org/10.1039/D0TB02093A)(2020)

40.  M. Kichize, M. Nagao, Y. Hoshino, Y. Miura, Multi-block and sequence-controlled polymerization of glycopolymers, 

and interaction with lectin, European Polymer Journal, 140, 110044.(2020)

41.  Y. Hoshino, S. Taniguchi, H. Takimoto, S. Akashi, S. Katakami, Y. Yonamine, Y. Miura, Homogeneous Oligomeric 

Ligands Prepared via Radical Polymerization that Recognize and Neutralize a Target Peptide, Angewandte Chemie, 

132(2), 689-693.(2020)

42.  Y. Hoshino, S. Shinohara, Y. Wada, M. Nakamoto, Y. Miura, Affinity Purification of Multifunctional Oligomeric 

Ligands Synthesized via Controlled Radical Polymerization, Journal of Materials Chemistry B, 8, 5597-5601.(2020)

43.  Y. Hoshino, M. Moribe, N. Gondo, T. Jibiki, M. Nakamoto, B. Guo, Y. Miura, Combining Acid-and Base-Imprinted 

Nanoparticles in a Hydrogel Film for Temperature-Responsive Quick and Reversible Capture of Salt, ACS Applied 

Polymer Materials, 2(2), 505-514.(2019)

44.  服部春香 , 松本光 , 星野友 , 三浦佳子 , 有機分子触媒 L-proline を固定化した多孔質高分子モノリスの開発お
よびフロー不斉アルドール付加反応への応用 , 化学工学論文集 , 46(3), 77-83.(2020)

45.  Y. Liu, T. Kodama, T. Kojima, I. Taniguchi, H. Seto,Y. Miura, Y. Hoshino, Fine-tuning of the surface porosity of 

micropatterned polyethersulfone membranes prepared by phase separation micromolding, Polymer Journal, 52(4), 397-

403.(2020)

46.  H. Seto, H. Matsumoto, Y. Miura, Preparation of palladium-loaded polymer hydrogel catalysts with high durability and 

recyclability, Polymer Journal, 52, 671-679.(2020)

47.  H. Matsumoto, Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Polystyrene-Supported PPh3 in Monolithic Porous 

Material: Effect of Cross-Linking Degree on Coordination Mode and Catalytic Activity in Pd-Catalyzed C- C Cross-

Coupling of Aryl Chlorides, ChemCatChem, 12(16), 4034-4037.(2020)

48.  H. Matsumoto,Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Polystyrene-Cross-Linking Triphenylphosphine on 

a Porous Monolith: Enhanced Catalytic Activity for Aryl Chloride Cross-Coupling in Biphasic Flow. Industrial & 

Engineering Chemistry Research, 59(34), 15179-15187.(2020)

49.  K. Yamamoto, D. Kawaguchi, T. Abe, T. Komino, M. Mamada, T. Kabe, C. Adachi, K. Naka, K. Tanaka, Surface 

Segregation of a Star-Shaped Polyhedral Oligomeric Silsesquioxane in a Polymer Matrix, Langmuir 36(33), 9960–9966 

(2020.7)

50.  N. Itagaki, D. Kawaguchi, Y. Oda, F. Nemoto, N. L. Yamada, T. Yamaguchi, K. Tanaka, Surface Effect on Frictional 

Properties for Thin Hydrogel Films of Poly (vinyl ether), Macromolecules 52(24), 9632-9638 (2019.12)

51.  K. Uchida, K. Mita, S. Yamamoto, K. Tanaka, Local Orientation of Polystyrene at the Interface with Poly(methyl 

methacrylate) in Block Copolymer, ACS Macro Lett. 9, 1576-1581 (2020.10)

52.  Y. Wu, A. Shundo, Y. Yasukochi, K. Tanaka, Time-dependent Heterogeneity in Polyacrylic Pressure Sensitive Adhesive, 

Eur. Poly. J. 134, 109812 (2020.7)
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Surface Functionalization Method for Polymers Using a Nonsolvent, ACS Appl. Bio Mater. 3(4), 2170-2176 (2020.3)

54.  Y. Oda, M. Inutsuka, R. Awane, M. Totani, N. L. Yamada, M. Haraguchi, M. Ozawa, H. Matsuno, K. Tanaka, A 

Dynamic Interface Based on Segregation of an Amphiphilic Hyperbranched Polymer Containing Fluoroalkyl and Oligo 

(ethylene oxide) Moieties, Macromolecules 53(7), 2380-2387(2020.3)

55.  N. J. Ranaivoarimanana, X. Habaki, T. Uto, K. Kanomata, T. Yui, T. Kitaoka, Nanocellulose enriches enantiomers in 

asymmetric aldol reactions, RSC Advances, 10(61), 37064-37071 (2020)

56.  Y. Hirayama, K. Kanomata, M. Hatakeyama, T. Kitaoka, Chitosan nanofiber-catalyzed highly selective Knoevenagel 

condensation in aqueous methanol, RSC Advances, 10(45), 26771-26776 (2020)

57.  Y. Miura, NMR studies on the conformation, stability and dynamics of alamethicin in methanol, Eur. Biophys. J., 49, 
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ＩＣＰ質量分析装置
1.  H. Li, Y. Kurokawa, T. Niimura, T. Yamauchi, and H. Yuasa, Composition dependence of spin Seebeck voltage in YIG/

Pt100–XRuX, Pt100–XCuX, and Pt100–X(Cu0.5Ru0.5)X, Jpn. J. Appl. Phys. 59 073001 (2020)

2.  M. Nakano, M. Hirata, M. Hamazaki, A. Tanaka, A. Nagata, H. Kumazoe, K. Wakamatsu, T. Shiraishi, K. Omae, 

Indium kinetics in an indium exposed worker before and after bilateral lung transplantation. J. Occp. Health, 62, 1, p. 

e12165 2020

3.  H. Seto, H. Matsumoto, Y. Miura, Preparation of palladium-loaded polymer hydrogel catalysts with high durability and 

recyclability, Polymer Journal, 52, 671-679.(2020)

4.  H. Matsumoto, Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Polystyrene-Supported PPh3 in Monolithic Porous 

Material: Effect of Cross-Linking Degree on Coordination Mode and Catalytic Activity in Pd-Catalyzed C-C Cross-

Coupling of Aryl Chlorides, ChemCatChem, 12(16), 4034-4037.(2020)

5.  H. Matsumoto,Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Polystyrene-Cross-Linking Triphenylphosphine on 

a Porous Monolith: Enhanced Catalytic Activity for Aryl Chloride Cross-Coupling in Biphasic Flow. Industrial & 

Engineering Chemistry Research, 59(34), 15179-15187.(2020)

Ｘ線回折装置
1.  T. Niimura, Y. Kurokawa, S. Horiike, H. Li, H. Hanamoto, R. Weber, A. Berger, and H. Yuasa, Influence of interface 

layer insertion on the spin Seebeck effect and the spin Hall magnetoresistance of Y3Fe5O12/Pt bilayer systems, Phys. Rev. 
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関　　 係　　 委　　 員

九州大学中央分析センター委員会委員　（令和２年４月１日～令和４年３月 31 日）

委　　員　　長 セ ン タ ー 長  教　授 林　　　克　郎

委　　　　　員 副 セ ン タ ― 長  教　授 島ノ江　憲　剛

 伊 都 分 室 長  教　授 藤ヶ谷　剛　彦

 工　学　研　究　院　長 教　授 久　枝　良　雄

 総 合 理 工 学 研 究 院 長  教　授 中　島　英　治

 理 学 研 究 院  教　授 安　中　雅　彦

 工 学 研 究 院  教　授 後　藤　雅　宏

 　　　　　〃 教　授 宗　藤　神　治

 農 学 研 究 院  教　授 松　井　利　郎

 比 較 社 会 文 化 研 究 院  教　授 大　野　正　夫

 医 学 研 究 院  教　授 康　　　東　天

 歯 学 研 究 院  教　授 清　島　　　保

 薬 学 研 究 院  教　授 濵　瀬　健　司

 芸 術 工 学 研 究 院  教　授 大　井　尚　行

 システム情報科学研究院 教　授 興　　　雄　司

 総 合 理 工 学 研 究 院  教　授 永　長　久　寛

 応 用 力 学 研 究 所  教　授 寒　川　義　裕

 先 導 物 質 化 学 研 究 所  教　授 田　中　　　賢

 工 学 部 等 事 務 部 長  事務部長 川　崎　輝　之

 筑 紫 地 区 事 務 部 長  事務部長 江　島　香代子

九州大学中央分析センター運営委員会委員　（令和２年４月１日～令和４年３月 31 日）

委　　員　　長 セ ン タ ー 長  教　授 林　　　克　郎

委　　　　　員 副 セ ン タ ー 長  教　授 島ノ江　憲　剛

 伊 都 分 室 長  教　授 藤ヶ谷　剛　彦

 中 央 分 析 セ ン タ ー  准教授 稲　田　　　幹

 理 学 研 究 院  教　授 安　中　雅　彦

 薬 学 研 究 院  教　授 濵　瀬　健　司

 工 学 研 究 院  教　授 後　藤　雅　宏

 システム情報科学研究院 准教授 吉　田　　　敬

 総 合 理 工 学 研 究 院  准教授 薮　下　彰　啓

 農 学 研 究 院  教　授 松　井　利　郎

 医 学 研 究 院  教　授 大　賀　正　一

 先 導 物 質 化 学 研 究 所  教　授 田　中　　　賢
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中央分析センター伊都分室委員会委員 （令和２年４月１日～令和４年３月 31 日）

委　　員　　長 分　　　　室　　　　長 教　授 藤ヶ谷　剛　彦

工学研究院委員 （環　　境　　都　　市） 准教授 広　城　吉　成

 （機　　械　　工　　学） 准教授 林　　　照　剛

 （化　　学　　工　　学） 准教授 井　上　　　元

 （応 用 化 学 機 能） 准教授 財　津　真　一

 （応 用 化 学 分 子） 准教授 尹　　　基　石

 （地球資源システム工学） 准教授 米　津　幸太郎

 （材　　料　　工　　学） 教　授 宗　藤　伸　治

 （航 空 宇 宙 工 学） 教　授 高　橋　厚　史

 （海 洋 シ ス テ ム 工 学） 教　授 後　藤　浩　二

 （エネルギー量子工学） 准教授 稲　垣　八穂広

システム情報科学研究院委員  准教授 佐　道　泰　造

人間環境学研究院委員  准教授 小　山　智　幸

理学研究院委員 地 球 惑 星 科 学 部 門  准教授 石　橋　純一郎

 生　物　科　学　部　門 准教授 古　賀　誠　人

農学研究院委員 生 命 機 能 科 学 部 門  教　授 松　井　利　郎

 生 命 機 能 科 学 部 門  教　授 中　山　二　郎

九州大学中央分析センターの職員
 セ 　 ン 　 タ 　 ー 　 長  教　授 林　　　克　郎（兼　　任）

 副 セ ン タ ー 長  教　授 島ノ江　憲　剛（兼　　任）

 伊 　 都 　 分 　 室 　 長  教　授 藤ヶ谷　剛　彦（兼　　任）

  准教授 稲　田　　　幹（筑紫地区）

  助　教 三　浦　好　典（筑紫地区）

  助　教 渡　辺　美登里（伊都地区）

  教務員 岩　永　知　奈（伊都地区）

  事務補佐 敷　田　万　理（筑紫地区）
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中央分析センター業務記録
（自令和２年１月１日～至令和２年12月31日）

（1）　中央分析センター運営委員会

　　　令和２年２月10日（月）（書面回議）

　　　令和２年２月27日（木）（書面回議）

　　　令和２年８月５日（水）（書面回議）

　　　令和２年10月15日（木）（オンライン会議）

　　　令和２年10月20日（火）（書面回議）

（2）中央分析センター委員会

　　　令和２年２月25日（火）（書面回議）

　　　令和２年３月９日（月）（書面回議）

　　　令和２年８月18日（火）（書面回議）

　　　令和２年10月28日（水）（書面回議）

　　　令和２年11月11日（水）（書面回議）

（3）センター報告及びセンターニュースの発行

　　中央分析センター報告37号、中央分析センターニュースVol. 39 No.1、No.2を発行しました。

（4）令和２年度国立大学法人機器・分析センター協議会（幹事会担当）

　　この会議が令和２年10月16日（金）オンラインにて開催されました。

（5）第 23 回九州・山口地区機器・分析センター会議（佐賀大学担当）

　　この会議が令和２年11月27日（金）オンラインにて開催されました。
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（6）講習会の開催
行　　　事　　　名 開催日 場　　　　　所

Ｘ線光電子分光装置講習会① R2.1.16 九州大学中央分析センター 102 号室

Ｘ線光電子分光装置講習会② R2.3.2 九州大学中央分析センター 102 号室

NMR 基本講習会① R2.7.28 九州大学応用化学部門 110 号室

NMR 基本講習会② R2.11.2 九州大学応用化学部門 110 号室

SPM 基本講習会① R2.8.3 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会② R2.8.5 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会③ R2.8.7 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会④ R2.10.28 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会⑤ R2.11.10 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会⑥ R2.11.25 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会⑦ R2.11.25 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室

SPM 基本講習会⑧ R2.12.23 九州大学中央分析センター伊都分室
204 号室



令和 3 年 3 月 3 日　発行

九州大学中央分析センター
（筑紫地区）
〒816-8580

福岡県春日市春日公園６丁目１番地
TEL 092-583-7870（内線93-7362）

FAX 092-593-8421

（伊都地区）
〒819-0395

福岡市西区元岡744番地
TEL 092-802-2857
FAX 092-802-2858

http://www.bunseki.kyushu-u.ac.jp/bunseki/

〒812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南6丁目17番12号

編集　株式会社 ミドリ印刷

九州大学
中央分析センター報告

REPORT OF
THE CENTER OF ADVANCED INSTRUMENTAL ANALYSIS

KYUSHU UNIVERSITY
2020

NUMBER 38

第38号（2020）




